
資料３

鈴鹿亀山地区広域連合

第9期介護保険事業計画

令和6年度の進捗状況について
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推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

21,367 21,435 21,035 20,703 32,043 31,872 31,917 31,771

7,401 7,383 7,335 7,284 11,527 11,495 11,492 11,423

6,958 6,975 6,924 6,877 8,419 8,399 8,450 8,484

65～74歳 2,889 2,919 2,761 2,633 3,787 3,799 3,676 3,566

75歳以上 4,068 4,056 4,164 4,243 4,632 4,600 4,775 4,919

32.6% 32.5% 32.9% 33.2% 26.3% 26.4% 26.5% 26.7%

19.0% 18.9% 19.8% 20.5% 14.5% 14.4% 15.0% 15.5%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

23,711 23,992 23,555 23,392 17,547 17,585 17,362 17,169

8,423 8,407 8,433 8,478 6,296 6,303 6,227 6,173

5,871 5,928 5,871 5,856 5,260 5,249 5,265 5,243

65～74歳 2,475 2,510 2,389 2,311 2,138 2,129 2,101 2,058

75歳以上 3,396 3,418 3,482 3,545 3,122 3,120 3,163 3,185

24.8% 24.7% 24.9% 25.0% 30.0% 29.8% 30.3% 30.5%

14.3% 14.2% 14.8% 15.2% 17.8% 17.7% 18.2% 18.5%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

24,453 24,394 24,429 24,402 28,054 27,986 28,056 28,053

8,554 8,532 8,574 8,625 10,015 9,975 10,124 10,208

5,493 5,435 5,547 5,591 5,510 5,500 5,536 5,542

65～74歳 2,472 2,466 2,393 2,335 2,432 2,436 2,317 2,239

75歳以上 3,021 2,969 3,154 3,255 3,078 3,064 3,219 3,303

22.5% 22.3% 22.7% 22.9% 19.6% 19.7% 19.7% 19.8%

12.4% 12.2% 12.9% 13.3% 11.0% 10.9% 11.5% 11.8%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

35,755 36,016 35,483 35,186 11,718 11,713 11,568 11,413

12,692 12,796 12,644 12,574 4,223 4,214 4,113 4,010

9,552 9,529 9,584 9,595 3,891 3,867 3,992 4,078

65～74歳 3,942 3,965 3,824 3,762 1,973 1,983 1,965 1,977

75歳以上 5,610 5,564 5,759 5,832 1,918 1,884 2,026 2,101

26.7% 26.5% 27.0% 27.3% 33.2% 33.0% 34.5% 35.7%

15.7% 15.4% 16.2% 16.6% 16.4% 16.1% 17.5% 18.4%75歳以上比率

令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率

高齢化率

75歳以上比率

項目

鈴鹿第７ 鈴鹿第８

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度

項目

鈴鹿第５ 鈴鹿第６

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

75歳以上比率

項目

鈴鹿第３ 鈴鹿第４

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率

75歳以上比率

日常生活圏域別人口   

項目

鈴鹿第１ 鈴鹿第２

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率
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単位：人

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

26,689 26,630 26,682 26,672 22,571 22,533 22,470 22,367

8,817 8,835 8,814 8,879 7,512 7,479 7,579 7,597

6,958 6,915 7,025 7,048 6,604 6,638 6,523 6,476

65～74歳 3,285 3,290 3,202 3,098 2,732 2,755 2,598 2,540

75歳以上 3,673 3,625 3,823 3,950 3,872 3,883 3,925 3,936

26.1% 26.0% 26.3% 26.4% 29.3% 29.5% 29.0% 29.0%

13.8% 13.6% 14.3% 14.8% 17.2% 17.2% 17.5% 17.6%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

194,648 194,993 193,406 0 192,089 0 49,260 49,163 49,152 0 49,039 0

69,132 69,105 68,942 0 68,775 0 16,329 16,314 16,393 0 16,476 0

50,953 50,882 51,168 0 51,264 0 13,562 13,553 13,548 0 13,524 0

65～74歳 22,108 22,207 21,426 0 20,881 0 6,017 6,045 5,800 0 5,638 0

75歳以上 28,845 28,675 29,742 0 30,383 0 7,545 7,508 7,748 0 7,886 0

26.2% 26.1% 26.5% 26.7% 27.5% 27.6% 27.6% 27.6%

14.8% 14.7% 15.4% 15.8% 15.3% 15.3% 15.8% 16.1%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

243,908 244,355 242,558 0 241,128 0

85,461 85,423 85,335 0 85,251 0

64,515 64,628 64,716 0 64,788 0

65～74歳 28,125 28,279 27,226 0 26,519 0

75歳以上 36,390 36,349 37,490 0 38,269 0

26.5% 26.4% 26.7% 26.9%

14.9% 14.9% 15.5% 15.9%

※広域合計の実績値には、住所地特例分を含みます。

75歳以上比率

   （各年度9月末日時点）

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率

項目

広域合計

令和６年度 令和７年度 令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率

75歳以上比率

項目

鈴鹿市計 亀山市計

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

※推計値は、鈴鹿市全体、亀山市全体と同様の推計方法により圏域別に推計したのち、鈴鹿市全体、亀山市全体の推計値と圏域別の推計値の合計とが合うよう調整したものです。小数
点以下の端数があるため、合計が合わない場合があります。

75歳以上比率

項目

亀山第１ 亀山第２

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

総人口

40～64歳人口

65歳以上人口

高齢化率

32.6%

26.3%
24.8%

30.0%

22.5%

19.6%

26.7%

33.2%

26.1%

29.3%

26.5%

32.5%

26.4%
24.7%

29.8%

22.3%

19.7%

26.5%

33.0%

26.0%

29.5%

26.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

圏域別高齢化率

推計値 実績

１６ページ
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推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 1,280 1,275 1,299 1,311 1,481 1,437 1,514 1,548

要支援１ 192 183 195 195 243 251 248 251

要支援２ 174 176 176 178 216 223 220 224

要介護１ 269 262 274 272 309 277 319 324

要介護２ 203 213 205 210 234 248 239 246

要介護３ 175 168 178 181 181 162 182 187

要介護４ 168 166 169 171 186 173 190 197

要介護５ 100 107 103 103 112 103 116 118

18.4% 18.3% 18.8% 19.1% 17.6% 17.1% 17.9% 18.2%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 1,004 1,061 1,024 1,038 1,044 1,066 1,068 1,084

要支援１ 183 165 186 187 195 188 197 199

要支援２ 137 165 138 141 132 140 136 137

要介護１ 191 193 193 199 213 189 217 223

要介護２ 162 188 167 170 126 162 129 130

要介護３ 116 115 119 118 147 139 152 153

要介護４ 118 151 120 121 135 151 138 141

要介護５ 97 84 101 102 96 97 99 101

17.1% 17.9% 17.4% 17.7% 19.8% 20.3% 20.3% 20.7%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 930 918 964 993 903 900 930 957

要支援１ 152 163 156 160 143 132 146 149

要支援２ 132 138 138 142 130 126 133 136

要介護１ 197 175 203 211 167 169 174 179

要介護２ 143 149 149 151 143 134 149 154

要介護３ 113 103 117 121 120 124 124 128

要介護４ 112 106 118 122 121 125 125 129

要介護５ 82 84 83 86 79 90 79 82

16.9% 16.9% 17.4% 17.8% 16.4% 16.4% 16.8% 17.3%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 1,773 1,799 1,820 1,858 643 643 657 678

要支援１ 303 312 309 311 106 87 111 113

要支援２ 285 287 292 297 97 120 97 102

要介護１ 375 350 383 393 121 134 123 129

要介護２ 270 287 278 285 92 97 94 97

要介護３ 201 193 208 213 87 70 91 92

要介護４ 221 239 228 236 84 87 86 89

要介護５ 117 131 121 123 54 48 54 55

18.6% 18.9% 19.0% 19.4% 16.5% 16.6% 16.5% 16.6%

令和８年度

認定率

認定率

認定率

項目

鈴鹿第７ 鈴鹿第８

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度

項目

鈴鹿第５ 鈴鹿第６

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

認定率

項目

鈴鹿第３ 鈴鹿第４

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

日常生活圏別要介護認定者数　

項目

鈴鹿第１ 鈴鹿第２

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
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単位：人

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 1,141 1,088 1,160 1,183 1,360 1,352 1,363 1,360

要支援１ 210 174 216 219 209 212 209 207

要支援２ 175 172 178 183 210 204 212 210

要介護１ 194 183 198 202 265 231 267 266

要介護２ 167 163 171 173 201 219 199 200

要介護３ 140 152 142 146 218 203 218 219

要介護４ 144 147 145 149 153 176 154 153

要介護５ 111 97 111 112 104 107 103 104

16.4% 15.7% 16.5% 16.8% 20.6% 20.4% 20.9% 21.0%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 9,058 9,099 9,276 9,468 2,501 2,440 2,523 2,543

要支援１ 1,519 1,481 1,549 1,566 419 386 425 426

要支援２ 1,302 1,375 1,329 1,355 385 376 390 393

要介護１ 1,841 1,749 1,887 1,930 459 414 465 468

要介護２ 1,375 1,478 1,410 1,442 368 382 370 373

要介護３ 1,139 1,074 1,170 1,195 358 355 360 365

要介護４ 1,146 1,198 1,176 1,207 297 323 299 302

要介護５ 736 744 755 773 215 204 214 216

17.8% 17.9% 18.1% 18.5% 18.4% 18.0% 18.6% 18.8%

推計値 実績 推計値 実績 推計値 実績

認定者数 11,674 11,672 11,918 12,131

要支援１ 1,951 1,877 1,988 2,006

要支援２ 1,697 1,761 1,729 1,758

要介護１ 2,324 2,186 2,376 2,423

要介護２ 1,756 1,880 1,793 1,828

要介護３ 1,517 1,457 1,551 1,581

要介護４ 1,467 1,547 1,501 1,535

要介護５ 962 964 980 1,000

18.1% 18.1% 18.4% 18.7%

※広域合計には、住所地特例分を含みます。

※推計値は、鈴鹿市全体、亀山市全体と同様の推計方法により圏域別に推計したのち、鈴鹿市全体、亀山市全体の推計値と圏域別の推計値の合計とが合うよう調整したものです。
小数点以下の端数があるため，合計が合わない場合があります。

※認定者数は第１号被保険者分（65歳以上）及び第２号被保険者分（40～64歳）の合計値です。また、認定率は認定者数を第１号被保険者数（65歳以上人口）で割ったものです。

   （各年度9月末日時点）

認定率

令和８年度

認定率

項目

広域合計

令和６年度 令和７年度 令和８年度

認定率

項目

鈴鹿市計 亀山市計

項目

亀山第１ 亀山第２

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和６年度 令和７年度

1,951

1,697

2,324

1,756

1,517 1,467

962

1,877

1,761

2,186

1,880

1,457

1,547

964

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

介護度別認定者数

推計値 実績

1,280

1,481

1,004
1,044

930 903

1,773

643

1,141

1,360

1,275

1,437

1,061

1,066

918 900

1,799

643

1,088

1,352

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

鈴鹿第１ 鈴鹿第２ 鈴鹿第３ 鈴鹿第４ 鈴鹿第５ 鈴鹿第６ 鈴鹿第７ 鈴鹿第８ 亀山第１ 亀山第２

圏域別要介護認定者数

推計値 実績

18.4%
17.6%

17.1%

19.8%

16.9% 16.4%
18.6%

16.5% 16.4%

20.6%

18.3%
17.1%

17.9% 20.3%

16.9% 16.4%

18.9%

16.6% 15.7%

20.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

鈴鹿第１ 鈴鹿第２ 鈴鹿第３ 鈴鹿第４ 鈴鹿第５ 鈴鹿第６ 鈴鹿第７ 鈴鹿第８ 亀山第１ 亀山第２

圏域別要介護認定率

推計値 実績

２１ページ
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実施内容の進捗度 指標の動きに対する評価

Ａ　計画以上に進んでいる Ａ　計画を上回っている（101％以上）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　ほぼ計画通りである（80～100％）

Ｃ　計画よりも遅れている Ｃ　計画をやや下回っている（60～79％）

Ｄ　進んでいない Ｄ　計画をかなり下回っている（59％以下）

Ｅ　不明・その他 Ｅ　不明・その他

評価内容

Ⅰ 地域包括ケアシステムの

構築を推進するために

～地域支援事業による地域包括

ケアシステムの深化・推進～
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

1

(1)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

② 担当部署

市の広報やホームページ等の活用や、相談・支援活動によって市民へ幅広く周知します。

総合相談体制の充実

相談窓口の周知 鈴鹿市

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

地域包括支援センターと連携し情報共有を行い、複雑で多様な問題に対応できるよう、関

係機関や地域と連携した相談・支援体制の充実を図ります。

地域まちづくり協議会、福祉関係事業者、保健・医療分野の専門職等と連携し、重層的

な支援体制の下で、高齢者の相談支援に取り組みます。

各圏域の地域包括支援センターが中心となり、関係機関と連携し多機関協働の下、身近

な相談窓口として、課題解決に向けた取組を進めます。また、地域包括支援センターにおけ

る相談事例の状況を把握・分析し、相談事例への効果的な対応に向けた方策を検討する

とともに、地域包括支援センターと調整し、関係者のスキルアップを図るための事例検討会

や研修等を開催します。

（同上）

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

総合相談・情報提供
施策の方向

一人ひとりに応じた相談支援体制の整備
28ページ

相談件数は増加しましたが、2022（令和４）年度に実施したニーズ調査では、地域包括支援

センターの認知度は60.3％と前回の62.6％を下回る結果となりました。また、相談の多くは状態

が悪化してからであるため、介護予防・自立支援を進めていく中では、幅広い世代に対し、地域

包括支援センターの更なる周知が必要です。

て重層的支援体制整備事業を実施することから、関係機関相互の連携がますます重要になり

ます。

関係者や関係機関との連携や生活支援コーディネーターの活動の充実、通いの場の整備といっ

た取組が求められます。

ノウハウの共有を図っています。また、ケアマネジャーから支援要請のあった困難事例については、

地域包括支援センターが中心となり、対応にあたっています。
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年度

取組実績

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　

2024(令６)

ケアマネジャーから相談要請のあった複合的課題を抱える困難事例に対して、地域包括支

援センターが中心となり、相談を受けた基幹型地域包括支援センターは重層的支援体制

整備事業へのつなぎ役及び後方支援を実施した。また、事例検討会や会議などを通して、

課題の整理・検討を実施した。

月1回、基幹型地域包括支援センターが地域に関係する専門職のネットワーク会議において

各所属の活動や取組事業について情報共有等を行った。また、地域包括支援センター職

員向け研修として「インシデントプロセス法によるアセスメント特化型事例検討会」を開催し

た。

総合相談体制の充実

2か月に一回偶数月に行われる地域包括支援センター連絡会議に出席し、地域包括支援

センターや関係機関との情報共有を図った。

市発行の冊子「鈴鹿市認知症ガイドブック」「65歳からのフレイル予防のすすめ」、市のホーム

ページ及び県の介護サービス情報公表システムに地域包括支援センターの情報を掲載し、家

族介護者へ相談窓口として周知を続けている。

相談窓口の周知

市の市民課や税務課、地域包括支援センター、地域まちづくり協議会の福祉委員会、児

童委員・民生委員、居宅介護支援事業所などの訪問系事業所、在宅医療関係者、病

院、学校など、多様な主体が連携した重層的支援体制を整備・推進することで、相談体

制の充実が図れた。
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担当部署

担当部署

担当部署

③ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

④ 担当部署

亀山市

広域連合

亀山基幹

各圏域において開催される会議や地域のサロン等に参加し、介護予防事業や総合事業の

普及・啓発や介護保険制度等の周知を図るとともに、包括だよりやホームページ等の情報

媒体を活用し、地域包括支援センターを中心に、様々な場所で情報提供を行います。

イベントや出前講座等の様々な機会をとらえ、住民に対して幅広く周知します。

地域における様々な会合を通じて周知するとともに、様々な媒体により、広報活動を実施し

ます。

情報提供の実施

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

住民や民生委員・児童委員、地域まちづくり協議会等の関係機関のほか、企業に対して、

高齢者の相談窓口の認知度を高めるためリーフレット等で様々な機会をとらえ、周知しま

す。

市民の円滑な利用につながるよう、介護保険制度やサービス内容、高齢者福祉に関する情

報を、市の広報やホームページ等の情報媒体を活用し、情報提供を行います。

地域まちづくり協議会、民生委員・児童委員等の関係機関と連携し、様々な機会を通じ

て情報提供を行います。

鈴鹿基幹

「制度の属性を問わない相談支援」、「参加支援」、「地域づくり支援」の3つの支援を一体

的に支援する重層的支援体制整備事業を推進し、多機関との連携の下、地域で生活す

るすべての人が関わり、人と人とがつながり、包括的な相談支援体制を構築します。

重層的支援体制整備事業の実施 鈴鹿市

鈴鹿市

（同上）

介護保険制度やサービスについての認知度を高めるため、様々な機会を通じて情報の提供

を実施します。また、窓口等において、外国人の相談にも対応できるよう多言語による情報

提供に取り組みます。
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進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

毎月、75歳を迎えた高齢者に対し、高齢者に関係する各種事業一覧等の案内を送付した

ほか、「介護予防教室などの案内」リーフレットを市内全世帯に各戸配布した。また、タクシー

料金助成事業や認知症カフェの開催情報等を市広報に掲載したほか、広域連合からの依

頼により、介護保険負担限度額認定申請の案内等についても市広報に掲載した。

ホームページや広報を活用し、情報発信を実施した。また、介護保険の利用対象者やサービ

スの種類、利用手続方法等について、多言語での情報提供が出来るよう、ポルトガル語、

スペイン語、やさしい日本語のパンフレットを作成し、活用について周知した。

包括だよりやホームページなどの活用及び、各日常生活圏域において開催されるイベントなど

で介護予防事業や総合事業の普及・啓発や介護保険制度等の周知を行った。また、日頃

より民生委員や地域まちづくり協議会などの関係者と顔の見える関係性を意識することで

相互に情報提供を行い連携が図れた地域もあった。

地域でのイベントや市民に向けての講座などの機会を活用し、相談窓口である地域包括支

援センターの周知を行った。

毎月、75歳を迎えた高齢者に対し、地域包括支援センターなどの相談窓口に関する案内

を送付したほか、地域における様々な会合等で、包括支援センターやCSWのチラシを配布し

た。また、市広報に地域包括支援センターの記事を掲載し周知を図った。

情報提供の実施

市発行の冊子「鈴鹿市認知症ガイドブック」「65歳からのフレイル予防のすすめ」、市のホーム

ページ及び県の介護サービス情報公表システムに地域包括支援センターの情報を掲載し、家

族介護者へ相談窓口として周知を続けている。

市内地域まちづくり協議会への訪問、民生委員・児童委員及び自治会連合の定例会にお

いて地域包括支援センターについてチラシを用いて周知した。

社協だより（全戸配布）や民生委員・児童委員定例会における地域包括支援センターか

らのワンポイントアドバイスにより情報提供を行った。

各日常生活圏域に生活支援コーディネーターを設置し、地域ケア圏域会議や協議体会議に

出席して地域の課題を共有し、関係機関との連携を行った。

行政だけでなく、相談支援を担う事業者を含めた横のつながり強化を目指し、多機関協働

事業者が主となり、ケース検討を実施する多機関連携会議を９回実施した。また、個人や

世帯が抱える課題を、一番身近に把握している地域関係者に対し制度の説明会を34回、

合計620人に対し実施し、制度の周知を図った。

重層的支援体制整備事業の実施
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担当部署

⑤ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

⑥ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

（同上）

亀山基幹

鈴鹿市

亀山市

基幹型地域包括支援センター、地域包括支援センターと連携し、各々の役割の下、包括

的な支援体制の構築を図り、困難事例に対応できる重層的支援体制を整備します。

（同上）

困難事例に対する関係機関との連携 鈴鹿市

亀山市

地域包括支援センターが対応する個別事例の緊急性を把握しつつ、地域包括支援セン

ターだけでは対応が困難な事例等、地域包括支援センターから支援要請があった相談事例

について、相談事例解決に向けた直接的・間接的な支援を行います。

鈴鹿基幹

地域まちづくり協議会、福祉関係事業者、保健・医療分野の専門職等と連携し、重層的

支援体制の下で高齢者の相談支援に取り組みます。

鈴鹿基幹

地域共生社会の実現に向けて、地域包括支援センターと地域の関係者・関係団体との連

携をより一層強化します。

（同上）

地域との連携

亀山市

各圏域で抱える地域課題や個別課題に対して、圏域の地域包括支援センターと協働し、

課題別に地域関係者や関係機関との連携を密にしながら、課題解決に向けた方策の検討

を行います。

亀山基幹

地域共生社会の実現に向けて、地域包括支援センターが地域の住民や関係団体等との

連携がとれるよう、日ごろから顔の見える関係づくりをし、地域住民等と連携し、地域課題

の解決に取り組みます。
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進捗度 Ｂ　

⑤ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑥ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

「制度の属性を問わない相談支援」、「参加支援」、「地域づくり支援」の3つの支援を一体

的に支援する重層的支援体制整備事業について、多機関との連携の下推進した。また、

生活支援コーディネーターが地域の「ふれあい・いきいきサロン」等へ出向いて活動を支援した

り、参加したい人とサロンとのマッチングを調整したりすることで、人と人とのつながりを促進し

た。

鈴鹿市虐待連絡会議等を通じて、地域包括支援センターと事例検討を行うとともに、困難

事例の対応にあたっては、各機関との情報共有の上連携して対応し、重層的な支援を行っ

た。

多機関協働事業者が、地域包括支援センターが主催する個別ケア会議等に参加し、各支

援機関との情報共有と連携を図った。

地域との連携

困難事例に対する関係機関との連携

地域包括支援センターだけでは解決に導くのが困難な複合的課題を抱えた事案に対し、重

層的整備体制事業へのつなぎ役、また地域包括支援センターの後方支援及び直接的に

介入し課題解決に向けて支援を実施した。

市の市民課や税務課、地域包括支援センター、地域まちづくり協議会の福祉委員会、児

童委員・民生委員、居宅介護支援事業所などの訪問系事業所、在宅医療関係者、病

院、学校など、多様な主体が連携した重層的支援体制を整備・推進して困難事例に対応

した。

地域包括支援センターから相談・支援要請があった事例について、同行訪問し対応につい

て検討したり、市及び社会福祉協議会のCSW・と協働して対応した。

鈴鹿市地域ケア個別会議、自立支援型地域ケア会議、鈴鹿市地域包括在宅医療ケア

システム運営会議等に出席し、地域包括支援センターと地域の関係者・関係団体との連

携を図った。

地域ケア個別会議、自立支援型地域ケア会議等に出席したり、地域包括支援センターと

地域の関係者・関係団体との連絡調整を図るなど、両者の連携強化を支援した。

民生委員・児童委員定例会に毎月日常生活圏域の地域包括支援センターが出席しワン

ポイントアドバイスを行ったり、気になるケースについての情報交換を行った。また、地域ケア会

議にまちづくり協議会長や民生委員・児童委員、自治会長に出席を依頼し協議した。

地域住民や地域の多様な主体が分野や属性の壁を越えてつながり、誰もが支え合う地域

を創っていくことを目指し、地域包括支援センターが中心となって地域課題の解決に向けて

日頃からの連携・情報共有に努めた。
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⑦ 担当部署

担当部署

⑧ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

⑨ 担当部署

担当部署

担当部署

「ちょこボラ」等住民主体の事業の立ち上げや運営等を行う地域まちづくり協議会に対し、

生活支援コーディネーター等による支援をします。

ケアマネジャーから支援要請があった相談事例について、地域包括支援センターだけでは対

応が困難な事例等、相談事例解決に向けた直接的・間接的な支援を行います。

ケアマネジャーのレベルの底上げと主任ケアマネジャーの専門性と価値を高め実力を発揮でき

る場づくりのために、研修会や意見交換会を開催します。

多様なサービスの積極的な活用等、自立支援型ケアプランの作成に向けて地域包括支援

センターへの支援を行います。また、地域包括支援センターが行う介護予防事業について、

利用者の自立支援の推進に向けた後方支援を行います。

介護予防ケアマネジメントの充実 鈴鹿基幹

亀山基幹

地域包括支援センター等が要支援者等のアセスメントを行い、介護予防・日常生活支援

総合事業等の必要なサービスが適切に提供できるよう指導を行うことにより、自立支援・重

度化防止につなげます。また、ケアマネジャー等に対し介護予防ケアマネジメントに必要な情

報の提供を二市と連携し取り組みます。さらに、地域包括支援センター等が作成したケアプ

ランを自立支援型地域ケア会議で多職種の横断的な視点で対象者の支援を考えることに

より、適正な介護予防ケアマネジメントにつなげます。

地域における生活支援 鈴鹿市

ケアマネジメントの質の向上のため、圏域の地域包括支援センターが中心となって事例検討

会やニーズに合った研修会を開催します。

（同上）

亀山基幹

亀山市

地域づくり協議会を中心とする通いの場の設置や支え合い事業の運営を支援します。ま

た、「ふれあいいきいきサロン」等の歩いて通える住民主体の通いの場の設置・運営を支援し

ます。

亀山基幹

ケアマネジャーへの支援の充実 鈴鹿基幹

鈴鹿基幹

（同上）

広域連合
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⑦ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑧ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑨ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

介護予防ケアマネジメントの充実

各地区の地域づくり協議会や民児協定例会の会議に生活支援コーディネーターが参加し、

各地区における課題の把握や、各種取組の支援を行った。

亀山主任介護支援専門員連絡会を3回（災害に備えてできることや課題を検討・居宅介

護支援事業所としてやるべきことについて情報交換）開催した。

自立支援型地域ケア会議を通じて、利用者の持てる力を活かし、望む生活に近づけるよ

う、介護保険サービスありきではなく、自立を目指したプランニングの指導を実施した。また、

多様なサービスへ結びつけることができるよう、インフォーマル資源の情報提供を行った。

地域における生活支援

地域包括支援センターの主任ケアマネジャーが中心となり、ケアマネジャーが求められる役割

の知識向上や、居宅介護支援事業所のケアマネジャーだけでは解決困難な事案に対しノウ

ハウの底上げを目指して研修会及び事例検討会を開催した。

居宅介護支援事業所連絡会を４回（介護保険報酬改定について・ケアマネジメントや利

用者への対応についての情報交換会・事例検討会・精神科病院との連携について）開催

した。

ケアマネジャーから支援要請があった事案において、地域包括支援センターだけでは解決に導

くことが困難な場合、地域包括支援センターから支援要請を受けて、基幹型地域包括支

援センターが後方支援及び、重層的支援体制整備事業へのつなぎ役として関係機関へ連

携を図ることを実施した。

ケアマネジャーへの支援の充実

地域介護予防活動支援事業（ちょこボラ）の立ち上げや運営等を行う地域まちづくり協

議会に対し、生活支援コーディネーターによる伴走支援や、交付金の交付などの支援を行っ

た。（ちょこボラ新規立ち上げ：１地域）

自立支援型地域ケア会議において提出された事例について、会議の打合せを行う中で

様々な視点でのアセスメントと自立支援の視点を持ってもらうよう促している。

介護予防・日常生活支援総合事業のサービスの利用のため、地域包括支援センター等の

ケアマネジャー等が、年間12,530件の介護予防ケアマネジメントを実施した。

ケアマネジャー等に対し、介護予防ケアマネジメントに必要な情報を、ホームページ等を活用し

情報提供を行い、また、自立支援型地域ケア会議を開催し多職種による対象者の支援を

考えることにより、適正な介護予防ケアマネジメントにつなげた。
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事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 3,423 3,600 3,700 3,800

亀山市 1,536 1,400 1,450 1,500

地域包括支援センターにおける相談件数をカウントする。

地域包括支援センターにおける相

談件数

指標名

評価方法
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事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 3,423 3,600 3,266

亀山市 1,536 1,400 1,715

課題と対応策

地域包括支援センターにおける相

談件数

全体で見込値とほぼ同じ相談件数であったため。（両基幹型）
評価理由

など

指標名

Ｂ　

・各日常生活圏域に設置している生活支援コーディネーターを通じて、複雑化する地域の課

題を共有し、今後も関係機関との連携を図りながら解決に向けて取り組む。（鈴鹿市）

・高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの更なる周知を図るとともに、今後

も多機関連携による重層的支援体制のもと、一人ひとりに応じた相談支援体制の充実が

求められる。（亀山市）

・既存の制度では解決できない複雑化・複合化した事案が増えてきている。引き続き我が事

として受け止め、誰一人取り残さないように、多職種間の連携強化に取り組む。また、居宅

介護支援事業所のケアマネジャーが多様化していく事案に対応できるように、引き続き研修

会の開催や後方支援が必要である。（鈴鹿市基幹型）

・地域包括支援センターへの相談はまだまだ状態が悪化してからの相談も多い状態であり、

気になることがあった時に気軽に相談できるように幅広い年代に相談窓口を周知を強化して

いく。（亀山市基幹型）

・多言語で作成したパンフレットの活用について、引き続き包括支援センターに周知するとと

もに、ほかの言語への対応についてもニーズを確認し検討していく。また、介護予防ケアマネジ

メントの充実については、今後も、高齢者の介護予防を推進する上で適正な介護予防マネ

ジメントに努め、充実を図る。（広域連合）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

1

(2)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

② 担当部署

との連携や情報共有を図り、権利擁護が必要な方への対応を行っています。認知症の方やひと

り暮らし高齢者等が増加する中、相談件数は年々増えており、成年後見制度や権利擁護事

業を周知するとともに、今後も関係機関の連携を強化することが必要です。

見、早期介入を図っています。しかしながら、地域の関係が希薄化する中、近隣からの通報が期

待できないことも考えられ、地域包括支援センターや、民生委員・児童委員等との連携強化が

不可欠となっています。さらに、介護保険施設等での虐待に対しては、介護サービス相談員等を

通じての情報収集に努めており、引き続き、関係機関の連携を強化することが必要です。

施策の方向
一人ひとりに応じた相談支援体制の整備

31ページ

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

権利擁護の普及・啓発を図り、支援が必要な人へのサポートにつなげます。

(同上)

法律専門家や福祉関係者、地域包括支援センター等関係機関、関係者との連携を強化

するため、鈴鹿市権利擁護ネットワーク会議を開催します。

鈴鹿市権利擁護ネットワーク会議を通じて、地域の権利擁護課題に対し情報共有を図る

とともに必要な施策の提案等を行います。また、鈴鹿亀山消費生活センター等の関係機関

と連携し、高齢者をターゲットにした消費者被害防止への対応力の強化を図ります。

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿市

鈴鹿基幹

権利擁護・虐待防止

権利擁護に関する関係機関の連携強化

亀山基幹

成年後見制度の利用促進 鈴鹿市

社会福祉協議会、鈴鹿亀山消費生活センター等関係機関と連携し、権利擁護に関する

周知・啓発、支援が必要な方へのサポートを行います。

判断能力が不十分な方に対する成年後見ニーズへの増加に対応するため、中核機関であ

る鈴鹿市後見サポートセンターみらいを中心に、制度に関する相談や広報、普及・啓発の実

施、後見人の育成支援、法人後見の受任等、成年後見制度の利用促進に向けた制度の

周知と利用支援の充実を図ります。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　成年後見制度の利用促進

支援が必要な人のサポートにつながるよう、亀山市社会福祉協議会に成年後見制度の専

門職員を配置し、相談窓口を設けるなど、亀山市成年後見サポート事業を実施してきた。

また、成年後見セミナーの開催や、市ホームページへの高齢者虐待防止記事の掲載等を通

して権利擁護の普及・啓発を図った。

社会福祉士ワーキング内にて包括間で情報共有を行い、消費者被害の防止のため、消費

生活センターとも現状の消費者被害の情報共有や対策について意見交換を行った。

社会福祉士ワーキングにおいて年2回、鈴鹿亀山消費生活センターとの情報交換会を設け

た。また情報交換会をもとに社会福祉士ワーキングにおいて提供する情報を検討し、年1回

地域包括より民生委員への情報提供を行った。

2024(令６)

鈴鹿市権利擁護ネットワーク会議の開催を通して、法律専門家や福祉関係者、地域包括

支援センター等関係機関、関係者との連携を強化を図った。

権利擁護に関する関係機関の連携強化

市民から窓口や電話で相談が寄せられた際に、適切な説明及び相談機関を案内し、必要

な方へ必要な情報が提供されるよう努めている。窓口に権利擁護関係のパンフレットやチラ

シを設置し、普及啓発に努めている。

中核機関として鈴鹿市後見サポートセンターみらいと協働し、後見制度の普及・啓発をはじ

めとする後見制度の利用促進や、後見制度を利用するための負担軽減を図るため利用支

援の充実を図った。
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担当部署

担当部署

担当部署

③ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

④ 担当部署

担当部署 亀山市

亀山基幹

高齢者の虐待を未然に防止するため、広く市民に周知・啓発を図るとともに、地域包括支

援センターを中心とした関係機関との連携により、虐待の発生防止に取り組みます。

(同上)

虐待の相談に対しては、高齢者・障がい者虐待防止・早期発見対応マニュアルに従い、警

察署、基幹型地域包括支援センター等関係機関と連携し、適切かつ迅速な対応、支援に

当たります。

社会福祉協議会の成年後見サポート事業と連携し、成年後見制度の利用促進に向け

て、様々な機会をとらえ、制度に関する啓発と相談窓口の周知を行います。

市や地域包括支援センター等において高齢者やその家族からの相談を受け付け、関係機

関と連携しながら適切な支援につなげます。また、虐待事案が発生した場合に、適切な対

応がとれるように、一時的な保護施設を確保するとともに、対応力の向上を図ります。

家族介護者に対して、情報提供や相談窓口の周知に努めます。また、介護施設従事者等

への指導や助言、研修等により、虐待の未然防止に取り組むとともに、高齢者虐待に関す

る通報義務等を周知・啓発します。

亀山市

高齢者の尊厳、権利が守られるよう二市、地域包括支援センター、関係機関との連携によ

る取組を進めます。また、介護施設従事者等への必要な指導を通じて、虐待の未然防止

を図ります。

広域連合

虐待事案発生時の早期対応 鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

成年後見制度が必要と思われる相談があったときは、鈴鹿市後見サポートセンターみらいに

つなぐとともに、必要に応じて、連携します。

権利擁護の必要な方が安心して支援を受けられるよう、判断能力が低下した方等に対する

生活支援に加え、成年後見制度の申立、受任及び後見人支援にかかる関係機関との調

整を図ります。

虐待の未然防止 鈴鹿市

亀山基幹

鈴鹿基幹

高齢者・障がい者虐待防止協議会等の関係機関等と連携し、高齢者虐待防止を推進し

ます。
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進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

虐待事案発生時の早期対応

関係機関と連携し、虐待の相談に速やかに対応し、適切な支援につなげるよう努めた。ま

た、一時的な保護については、受入れ施設の確保に努めるとともに、一時的な保護の実施

の可否について、虐待連絡会議を通じて包括支援センターと市が双方に再認識し、対応力

の向上に努めた。

相談を受け付けた時に、家族や関係者に対して、虐待を未然に防げるよう、相談窓口の周

知を行っているが、介護施設従事者等への研修の開催には至っていない。

警察署、基幹型地域包括支援センター等の関係機関と連携し、必要に応じて、やむを得

ない理由がある場合には、緊急に一時的な措置も執るなど、適切かつ迅速に対応した。

虐待の発生又はその再発を防止するため、虐待の防止のための対策を検討する委員会を

定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底すること、虐待の防止の

ための指針を整備すること、従業者に対して研修を定期的に実施することを、地域密着型

サービスの運営基準に基づき指導をしている。

地域包括支援センター及び多機関から寄せられる成年後見制度が必要と思われる相談に

ついては、鈴鹿市後見サポートセンターみらいと連携し、成年後見制度の申し立て支援を実

施した。また成年後見制度の普及啓発及び適宜、相談窓口の対応も行った。

亀山市社会福祉協議会において、相談窓口の設置や成年後見の申立を支援したほか、

後見活動を行う親族後見人などを継続的にサポートした。また、成年後見受任調整会議を

開催し、適切な受任機関（弁護士会、司法書士会、社会福祉士会、行政書士会、法

人後見など）が選出されるよう調整を図った。

市ホームページへの高齢者虐待防止記事の掲載や、地域包括支援センターなどと連携し、

高齢者虐待の防止に努めた。

虐待に関する研修への講師派遣依頼に対応するなどして、周知啓発に努めた。虐待連絡

会議を中心に関係期間との連携強化を図り、虐待の発生防止の取組を進めた。

虐待の未然防止

地域包括支援センター啓発チラシについて、新たに相談内容の例として高齢者虐待に関わ

る内容を掲載し、虐待を発見した場合は、連絡・相談いただけるよう市民や関係機関に対

して周知した。市内介護サービス事業所を対象に令和6年度高齢者虐待防止研修会を開

催し、講義や事例検討を通じて通報義務の意識を高めた。

令和6年度亀山市成年後見セミナーを市・社協・地域包括支援センターで共催し、成年後

見制度の概要や亀山市での取組の説明、事例紹介などを一般市民や民生委員等に対し

て行った。
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担当部署

担当部署

虐待事案が発生した場合は、市の高齢者虐待に関する対応会議で早急に協議し、役割

分担し必要な対応を図ります。複合的な事例については、重層的支援体制整備事業につ

なげて対応します。

亀山基幹

虐待事案が発生した場合や必要時に、コアメンバー会議を開催し早急に協議を行い、必要

な対応を図ります。

鈴鹿基幹
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進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

課題と対応策

虐待が疑われるケースが発生した場合、ケース会議で役割分担を行い、事実確認を行ってい

る。複合的な課題のある事例については適宜つながるシートを活用し、CSWにつなげた。

虐待疑いがある相談を受けた場合は、高齢者の尊厳・権利が守られるように、後方支援を

行い、虐待認定後は市が開催する高齢者虐待に関する会議に出席し、適切な対応がとれ

るように関係機関と協議を行った。また複合的事例は重層的支援体制整備事業へ繋ぎ、

関係機関との連携強化及び役割分担して支援を実施じた。

・権利擁護の推進については、引き続き関係機関との連携強化に努め、制度利用が促進

されるよう協議を継続する。虐待対応については、対応に苦慮した個別事例について包括

支援センターと再確認し、対応力の向上を図る。一時的な保護については、受入れ施設と

の連携強化を図るとともに、措置対象者数の変動等に応じて新規受入れ施設の確保に努

める。（鈴鹿市）

・権利擁護に関する支援が必要な方に、確実に公的サービスや支援が届くよう、成年後見

制度及び高齢者虐待防止等について、更なる市民への周知啓発が必要である。また、高

齢者虐待については、迅速・適切に対応できるよう、担当者の専門的知識の習得や、対応

マニュアルの整備等が必要である。（亀山市）

・権利擁護支援については、関係機関との連携強化が今後も必要である。虐待事案にお

いては早急に介入し、地域包括支援センターの後方支援に努める。身寄りがない方や家族

が居ても関りを拒否されたり支援を望めない、8050問題など複雑化・複合化した課題を抱

えている事案が増えているため、地域包括支援センターは地域住民との連携を求められる

が、地域との関係が築けていない圏域もあることから、地域包括支援センターには、担当圏

域内の各地域との関係を深める取組が求められる。（鈴鹿市基幹型）

・高齢者虐待について、高齢者虐待防止研修会において介護サービス事業者から「どのよう

な段階で市や地域包括支援センターへ通報すればいいのかわからない」との声があがってお

り、理解がまだまだ進んでいない状況がある。引き続き介護サービス事業者に対して通報義

務の意識づけや気になることがあればまずは相談することを伝える等、高齢者虐待ケースの

早期発見・早期対応につながるよう周知していく必要がある。（亀山市基幹型）

・今後も継続して、虐待の防止のための指針を整備すること、従業者に対して研修を定期

的に実施することを、地域密着型サービスの運営基準に基づき介護施設に対して指導を行

う。（広域連合）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

1

(3)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

② 担当部署

施策の方向
一人ひとりに応じた相談支援体制の整備

34ページ

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

サロン等の通いの場の設置を推進するとともに、サロンや老人クラブにおいて住民が介護予

防に取り組めるよう出前教室の実施内容の充実を図ります。また、Web教室の周知・啓発

を行い、参加者数の増加を図ります。

認知症ケアパスを含めた「認知症あんしんブック」を市民や医療・介護関係者等の情報ツー

ルとして活用し、認知症への理解と認知症予防、認知症高齢者等の支援のための取組を

促進します。

認知症が疑われる方や認知症の方、その家族を訪問し、アセスメントを実施するとともに、

家族支援等の初期支援を地域包括支援センター、民生委員や地域の関係者との連携に

より包括的、集中的に行い、自立生活のサポートを行います。

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿市

認知症施策の推進

認知症予防活動の促進

認知症の早期発見、初期支援体制の整備

齢者が多いのも事実です。認知症は誰もがなり得るものですが、予防活動によって発症を遅らせ

たり、進行を緩やかにするためには、認知症に対する理解を促し、中年期からの予防活動につな

げることが求められます。

置し、その相談件数・支援対象者数は増加しています。今後も、認知症が疑われる場合に早期

に必要な支援につなげられるよう、認知症初期集中支援チームの周知を図るための啓発活動が

必要です。あわせて、同チームから必要なサービスにつなげるため、介護サービスの受け皿整備が図

られるよう、事業所等における認知症対応力を強化することが求められます。

養成講座、ステップアップ講座を開催しており、ともに多数の参加が得られ、累計サポーター数も

増加しています。今後も、より一層、住民意識を高めるため、本人による発信を含めた意識啓発

を進めるとともに、認知症サポーターの活躍の場づくりが求められます。

支援により認知症カフェの立ち上げが進んでいます。今後も、本人・家族のニーズに合わせた利用

しやすい認知症カフェとしていくとともに、「チームオレンジ」の活躍の場を広げていくことが必要で

す。また、認知症賠償責任保険等の事業により認知症の方とその家族への支援にも取り組みま

す。
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年度

取組実績

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　

各医療機関等の関係者に認知症のケアパスやパンフレット等を活用し、啓発を行ったことで

相談窓口や認知症への理解につながった。

2024(令６)

認知症の早期発見、初期支援体制の整備

認知症初期集中支援チームの周知は認知症サポーター養成講座などを通じ、実施してい

る。また認知症初期集中支援チーム員会議を月１回開催し、認知症専門医と連携し、対

象支援者の支援方針などを決めている。

地域の方（民生委員や自治会長、薬局の薬剤師など）を交えた事例検討会を認知症

初期集中支援チーム主催で実施し、地域での認知症における課題の抽出をし、今後のチー

ム活動に活かせるよう実施している。

令和６年度からはチームを集約し、相談窓口を１本化したため早期発見や早期対応に繋

げる体制を構築し運用している。

認知症予防活動の促進

高齢者が自宅から参加できるようオンラインで介護予防教室を実施する「Web教室」を80

回行った。
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担当部署

③ 担当部署

④ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

⑤ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

認知症を初期の段階で早期発見・早期支援するため、「認知症の相談はカナリアチームへ」

と、認知症の相談窓口や早期発見・治療の重要性について市民へ周知します。

亀山市

亀山市

世界アルツハイマー月間などにおける啓発活動を行います。

市立図書館を利用した情報発信などにより、市民への認知症に関するさらなる理解と共生

の実現に向けた普及・啓発に取り組みます。

認知症サポーターが、認知症と思われる方に早期に気づき、初期集中支援チームであるカナ

リアチームにつなげたり、声かけ・見守り支援を行い、より地域で活躍できるよう支援します。

市の広報やホームページを活用した認知症相談窓口の周知や、家族の会、認知症当事者

団体等との連携により、本人発信の支援を行います。

亀山市

介護サービス等における認知症対応力の強化 広域連合

認知症サポーターの養成 鈴鹿市

亀山市

鈴鹿市

認知症サポーターのステップアップ講座等を開催し、受講者が認知症に関する理解を深めて

チームオレンジ鈴鹿等のボランティア活動に参加することをめざします。また、認知症サポーター

養成講座の講師を務めるキャラバン・メイトの活動支援を行います。

2021（令和３）年度の報酬改定において、勤務体制の確保として「すべての従業者に対

し、認知症介護に係る基礎的な研修を受講させるために必要な措置を講じなければならな

い」とされたことを受けて、介護サービス事業所における認知症対応力を高めるため、認知症

に関する知識や技術の向上を図るための研修（認知症介護基礎研修、認知症介護実践

者研修、認知症介護実践リーダー研修等)について周知し、受講を促進します。

（同上）

認知症に関する正しい知識と理解を身につけた認知症サポーター及びキッズサポーターを養成

するための講座を開催します。

認知症に対する啓発活動の充実 鈴鹿市

亀山市

鈴鹿市

（同上）
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進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ａ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑤ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

認知症相談については認知症初期集中支援チームを広く周知している。家族の会などの当

事者団体とは連携を図り、社会参加活動の支援を関係者とともに実施している。

介護サービス等における認知症対応力の強化

認知症サポーターの養成

ステップアップ講座は年２回開催し、今年度23人がボランティアとしてチームオレンジに登録し

た。認知症の本人であるオレンジは33人の登録があり、累計196人となっている。チームオレ

ンジのボランティアのなかには、キャラバン・メイトとして活動している方もいる。

県等から案内される通知により、関係事業所における認知症に関する知識や技術の向上を

図るための研修の受講を促した。

市民公開講座等の場を活用し、相談ブースの設置やカナリアチームの周知啓発を行ったこと

で、医療機関から相談があったり、市民への認知症の正しい理解を広めることにつながった。

月1回チーム員会議を開催し、会議での協議や医師からの助言をもとに支援を行った。

市内小学校・中学校・高校に働きかけキッズサポーターの養成を行った。また、気軽に参加で

きるよう図書館を活用し一般向けに講座を開催した。

【開催回数】一般市民等8回68人、小学校10回243人、中学校1回34人、高等学校1回

34人、福祉委員新任研修1回15人

高齢者約５万人に対し、認知症サポーター累計28,950人となっている（令和７年３月

末）。令和６年度から市内の全小中学校のカリキュラムに、認知症サポーター養成講座を

導入したことでキッズサポーターの増加が見られた。

9月の認知症月間に合わせ、市民公開講座の開催や図書館での認知症関連図書の特設

コーナーを設置するなど普及啓発に取り組んだ。また、オレンジプロジェクトとして、関係機関と

共にオレンジの花を育てる活動に取り組んだ。

9月の認知症月間に認知症に関する講演会や、認知症カフェの開催や市民への啓発活動

などを実施している。

認知症に対する啓発活動の充実

9月の認知症月間に合わせ、図書館で市民公開講座の開催や認知症関連図書の特設

コーナーを設置するなど普及啓発に取り組んだ。
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⑥ 担当部署

担当部署

⑦ 担当部署

担当部署

⑧ 担当部署

担当部署

⑨ 担当部署

担当部署

担当部署

鈴鹿基幹

（同上）

亀山基幹

若年性認知症レイの会による社会福祉協議会での洗車活動や認知症の方たちがボラン

ティアと一緒に買い物を楽しむスローショッピングを実施します。

三重県が配置する若年性認知症コーディネーターと連携しながら引き続き支援に努めるとと

もに、三重県と連携して情報発信を行っていきます。

若年性認知症に対する支援

チームオレンジコーディネーターを配置し、認知症の方と家族のニーズを支援につなぐチームオレン

ジ鈴鹿の活動を支援します。また、ステップアップ講座の開催により、新たなチームオレンジを

養成します。

「チームオレンジ」等の支援 鈴鹿市

認知症高齢者などの見守りについて、市民が広く利用するスーパーマーケット、各種団体、介

護保険事業者等に広く周知し、地域の見守り体制の強化を図ります。また、認知症賠償

責任保険、二次元コード付見守りシール等事業を実施します。

鈴鹿市

亀山市

認知症の方とその家族の交流及び情報交換等ができるよう、通いの場の設置を進めるとと

もに、認知症に関わる組織の連携・連絡強化に向けた取組を支援します。また、行方不明

高齢者対策として安心ネットワークを活用し、市内の協力店舗や協力事業所に情報を共

有し、行方不明高齢者の発見につなげるほか、GPSを利用した捜索サービスや安心見守り

シール、安心見守り保険の普及を図り、早期発見や事故防止につなげ、地域における捜索

体制の取組を支援します。

認知症になってもできる限り住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、チームオレンジかめや

まと連携し、認知症に関する普及・啓発や、地域で暮らす認知症の方や家族に対する支援

に取り組みます。

認知症の方とその家族への支援

チームオレンジかめやまの拠点である認知症カフェの支援や認知症地域支援推進員がサロン

や介護予防教室など地域へ出向き、介護に関する悩みや相談に努めるとともに、認知症の

予防として脳の活動と体の運動を同時に行うコグニサイズなどを中心に認知症予防活動に

努めます。

認知症の方とその家族の居場所や地域住民の情報交換や交流を図る場づくり、さらにチー

ムオレンジ鈴鹿の拠点として認知症カフェ等の設置を推進します。

亀山市

鈴鹿市

認知症カフェの充実 鈴鹿市

亀山市

28



⑥ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑦ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑧ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑨ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｂ　

窓口で若年性認知症の相談を受けた際は、状況に応じて若年性認知症コーディネーターを

紹介している。

チームオレンジ活動の手引きを作成し、普及啓発グループ、認知症カフェ支援グループに分か

れ、活発に活動した。

若年認知症の当事者団体であるレイの会の洗車活動はボランティアとともに実施している。

スローショッピングについては市内のスーパーマーケット２店舗に協力いただき、令和６年度は

毎月開催で実施した。

担当包括が年3回認知症連絡会に参加し、協議・連携を図り、包括間で情報共有を行っ

た。

チームオレンジコーディネーターが主体となり、ステップアップ講座を実施している。また、オレンジ

カフェなどでの本人からのニーズを把握し、認知症の方がやりがいを持てるように関わっている。

「チームオレンジ」等の支援

安全確保の仕組みを整えるため、見守りシールを交付するとともに、市が損害賠償責任にか

かる保険契約を締結する事業を実施することにより、地域で安心して生活することができる

環境づくりに寄与した。

認知症の方とその家族への支援

認知症カフェの充実

認知症地域支援推進員がサロン等地域の人が集まる場所に出向く「出張カフェ」を３回開

催した。また、介護予防教室としてコグニサイズのテーマを取り入れ開催した。月1回開催して

いる認知症カフェ「元気丸カフェ」では、体操やゲームを取り入れ参加しやすい雰囲気作りに

努めたことで参加者数を増やすことができた。3人のサポート医に参加してもらい、身近な場

所で医師と交流してもらえるよう工夫した。

認知症本人及び家族の交流については、ピアカウンセリングの場を月１回設けている。また

認知症に関する専門職が集まり、認知症の取組を話し合う認知症連絡会を設置している。

市が宣言している認知症フレンドリーシティ鈴鹿の登録の際には、行方不明高齢者の安心

ネットワークへの加入が条件になっており、認知症の方の早期発見のための取組をしている。

また、地域によっては行方不明者の捜索マニュアルを作成するなどの取組がある。

そのほか、GPSを利用した捜索サービスや安心見守りシール、安心見守り保険について、引き

続き実施し、利用の促進を図った。

専門職が実施している認知症カフェについては13カ所あり、チームオレンジのボランティア主体

のオレンジカフェは10ヶ所ある。設置の推進につては認知症地域支援推進員が支援を行っ

ている。

若年性認知症に対する支援
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事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 271 250 250 250

亀山市 297 160 160 160

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 155 150 150 150

亀山市 12 15 15 15

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 580 600 600 600

亀山市 43 45 45 45

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 1,798 2,306 2,000 2,000

亀山市 493 400 400 400

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 24,402 26,000 28,000 30,000

亀山市 4,897 5,000 5,600 6,200

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 53 50 50 50

亀山市 21 20 20 20

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 15 23 25 25

亀山市 2 2 2 2

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

指標名

指標名

認知症初期集中支援チームの活動状況をカウントする。

指標名

指標名

認知症初期集中支援チームの活動状況をカウントする。

指標名

認知症初期集中支援チームの訪

問延べ回数

新規の認知症サポーター養成人

数

累計認知症サポーター数

指標名

認知症初期集中支援チームの総

相談件数

認知症初期集中支援チームの支

援対象者数

認知症サポーター養成講座の開催回数をカウントする。

認知症サポーター養成講座開催

回数

指標名

認知症サポーター養成講座の累計修了人数をカウントする。

認知症カフェ等の集いの場（活

動支援を含む）

認知症カフェ等の設置数をカウントする。

認知症初期集中支援チームの活動状況をカウントする。

認知症サポーター養成講座の修了人数をカウントする。
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事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 271 250 221

亀山市 297 160 320

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 155 150 134

亀山市 12 15 23

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 580 600 500

亀山市 43 45 52

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 1,798 2,306 4,548

亀山市 493 400 428

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 24,402 26,000 28,950

亀山市 4,897 5,000 5,268

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 53 50 94

亀山市 21 20 21

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 15 23 23

亀山市 2 2 2

・訪問延べ回数が100回ほど減っているが、効率よく訪問したため。（鈴鹿市）

・ほぼ見込み通りの訪問回数だったため。（亀山市）

評価理由

など

・小中学校での認知症サポーター養成講座が増えたため、数が増加したため。

（鈴鹿市）

・キッズサポーターに力を入れ養成講座を行ったため。（亀山市）

評価理由

など

・支援対象者が見込みよりも減っているため。（鈴鹿市）

・見込みより多かったため。（亀山市）

評価理由

など

指標名

指標名

指標名

Ａ　

・相談件数が減っているため。（鈴鹿市）

・相談件数が増えているため。（亀山市）

評価理由

など

指標名

Ｂ　

Ｂ　

Ａ　

Ａ　

指標名

評価理由

など

・市内の小中学校40校実施回数が多くあり、開催回数が増加したため。（鈴

鹿市）

・ほぼ未こも通りの回数を開催したため。（亀山市）

Ｂ　

評価理由

など

認知症サポーター養成講座開催

回数

指標名

・小中学校での認知症サポーター養成講座が増えたため、数が増加したため。

（鈴鹿市）

・ほぼ見込みに近い人数だったため。キッズサポーターの養成に力を入れている。

（亀山市）

認知症カフェ等の集いの場（活

動支援を含む）

評価理由

など

・認知症カフェとオレンジカフェを合わせて23か所設置しており、認知症カフェは月

２回開催、オレンジカフェは毎月開催であるため。（鈴鹿市）

・認知症カフェ２か所設置し毎月開催したため。（亀山市）

Ａ　

指標名

認知症初期集中支援チームの総

相談件数

認知症初期集中支援チームの支

援対象者数

認知症初期集中支援チームの訪

問延べ回数

新規の認知症サポーター養成人

数

累計認知症サポーター数
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区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 127 140 196 280

亀山市 7 30 35 40

評価方法 チームオレンジへの登録者数をカウントする。

チームオレンジ登録者数

指標名
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区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 127 140 196

亀山市 7 30 9

課題と対応策

・認知症初期集中支援チームについては、相談件数の減少がみられるため、周知啓発を

行って相談件数や対象者数の増加に努める。認知症カフェなどを増やしていくために、認知

症カフェの運営方法を整備する必要があると考える。認知症フレンドリーシティ鈴鹿への登録

企業の増加に向けて、認知症地域支援推進員と協働し、登録企業の拡大をする必要が

ある。小中学校の認知症サポーター養成講座の実施回数が多いため、キャラバン・メイトの養

成も必要と考える。（鈴鹿市）

・今後も認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者を早期発見、早期支

援し、適切に医療や介護サービスに繋げていく体制を強化する必要がある。（亀山市）

・相談事案に複合的課題が増えており、また二号被保険者との関りもある中、若年性認知

症への意識・知識を高め、情報発信も行えるように県が配置する若年性認知症コーディネー

ター及び認知症初期集中支援チームと連携を図っていけるように取り組む。（鈴鹿市基幹

型）

・若年性認知症コーディネーターの数が少ないため、複数の相談先があると良い。相談窓口

等の周知については三重県と連携して行っていく必要がある。（亀山市基幹型）

・今後も継続して、介護サービス事業所における認知症対応力を高めるため、研修について

周知を行い受講の促進に努める。（広域連合）

指標名

チームオレンジ登録者数 Ａ　

評価理由

など

・オレンジが68人、フレンドが128人となったため。（鈴鹿市）

・チームオレンジの増加につながらないため。（亀山市）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

2

(1)

計画内容

現状と課題

取組内容

0 ① 担当部署

0 0 担当部署

業で構成されています。このうち、介護予防・生活支援サービス事業については、多様なサービスの

認知度が低いため、旧介護予防相当サービスへ利用が集中し、住民主体によるサービスや短期

集中予防サービスは利用が少ないのが現状です。

が、まだまだ一部の地域に限られています。また、緩和した基準によるサービスや短期集中予防サー

ビスは、サービス提供事業者がまだまだ不足している状況です。

事業者の確保を行うと同時に、これらのサービスについて、地域住民やケアマネジャー等に対して周

知を図り、利用を促していくことが求められます。

介護予防・生活支援サービスの拡充

0

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

生活支援コーディネーター等が支援を行い、地域における介護予防・生活支援サービスや支え

合い活動、高齢者のボランティア活動等を進めます。また、短期集中予防サービスの提供事

業所を確保します。また、サロン等の通いの場を増やし、身近な地域において介護予防に取り

組める機会の創出を促すとともに、住民主体型を含めた多様な主体による介護予防・生活

支援サービスの充実を図ります。

生活支援コーディネーター等が支援を行い、地域における介護予防・生活支援サービスや支え

合い活動、高齢者のボランティア活動等を進めます。また、短期集中予防サービスの提供事

業所を確保します。

また、ひとり暮らし高齢者などの世帯における定期的な安否確認を行うため、適切な福祉

サービスの提供に努めます。高齢者の外出支援についても継続して実施します。

鈴鹿市

亀山市

介護予防・生活支援サービス
施策の方向

介護予防・生活支援サービスの提供
39ページ
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年度

取組実績

実施内容

0 ① 進捗度 Ｃ　

0 0 進捗度 Ｃ　

2024(令６)

介護予防・生活支援サービスの拡充

地域における訪問型サービスB及び通所型サービスＢを３地区で実施し、生活支援コーディ

ネーターによる支援を行った。また、市全域を対象に、シルバー人材センターによる訪問型サービ

スBを実施しており、活動を支援している。

短期集中予防サービスは、訪問型は、口腔（1事業所）、栄養（1事業所）、リハビリ（4

事業所）で実施しており、通所型はリハビリのみで、6事業所で実施している。

通いの場等については、鈴鹿市社会福祉協議会と定期的に会議を開催し、課題の検討を

行っている。

0

第１層生活支援コーディネーターが中心となり、地域まちづくり協議会が行う、生活上のちょっ

とした困りごとを助け合いで解決する仕組みであるちょこボラを支援している。令和６年度は

新規で１地域増えちょこボラ活動を行っている。他の地域にも広がるよう、生活支援コーディ

ネーターが事業の立ち上げに向けサポートしている。また、ちょこボラ養成講座を開催するなど周

知を図りながら市民同士がお互いに支え合う仕組みづくりを進めている。

市全域を対象に、シルバー人材センターによる訪問型サービスBを実施しており、活動を支援し

ている。

短期集中予防サービスは、訪問型は、口腔（1事業所）、栄養（1事業所）、リハビリ（2

事業所）で実施している。

ひとり暮らし高齢者などの世帯における定期的な安否確認のため、高齢者配食サービス、緊

急通報システム事業を継続実施した。

高齢者の外出支援についても、タクシー料金助成や乗合タクシー「のりかめさん」を、継続実

施した。
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0 0 担当部署

0 ② 担当部署

事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 6,796 7,000 7,200 7,300

　 　 　 　

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 － 120 240 240

　 　 　 　

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 255 384 384 384

亀山市 52 192 192 192

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 3 4 8 11

亀山市 2 3 3 3

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 44 144 144 144

亀山市 59 144 144 144

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 16,430 16,600 17,000 17,300

0 　 　 　 　

延べ利用者数の実績をカウントする。

事業を実施した協議会数をカウントする。

延べ利用者数の実績をカウントする。

指標名

総合事業の給付実績をカウントする。

総合事業の給付実績をカウントする。

指標名

訪問型・住民主体によるサービス

（シルバー人材センター分　延べ

利用者数）

訪問型・住民主体によるサービス

（支援を行った協議会の数）

訪問型・短期集中予防サービス

利用者数（延べ人数）

指標名

旧介護予防訪問介護相当サービ

ス利用者数（延べ人数）

訪問型・緩和した基準によるサー

ビス利用者数（延べ人数）

旧介護予防通所介護相当サービ

ス利用者数（延べ人数）

総合事業の給付実績をカウントする。

指標名

指標名

0

介護予防・生活支援サービスの対象者の見直し

指標名

緩和した基準によるサービスの取組を進め、二市と連携し多様なサービスの提供に努めます。

また、地域住民やケアマネジャー等に対しわかりやすい情報の提供に努め、利用の促進につな

げます。

介護予防・生活支援サービスの対象者について、地域での住民主体によるサービスの状況を

把握し、要介護者への拡大を検討します。

広域連合

広域連合

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法
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0 0 進捗度 Ｃ　

0 ② 進捗度 Ｄ　

事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 6,796 7,000 6,942

　 　 　 　

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 － 120 12

　 　 　 　

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 255 384 214

亀山市 52 192 1

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 3 4 3

亀山市 2 3 0

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 44 144 157

亀山市 59 144 28

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 16,430 16,600 16,776

0 　 　 0

評価理由

など

旧介護予防通所介護相当サービ

ス利用者数（延べ人数）

旧介護予防訪問介護相当サービ

ス利用者数（延べ人数）

訪問型・緩和した基準によるサー

ビス利用者数（延べ人数）

訪問型・住民主体によるサービス

（シルバー人材センター分　延べ

利用者数）

訪問型・住民主体によるサービス

（支援を行った協議会の数）

訪問型・短期集中予防サービス

利用者数（延べ人数）

・令和6年度から介護サービス事業所が1か所増え、利用者は増加したため。

（鈴鹿市）

・居宅や包括対象に、サービス説明会を行ったが、利用につながるケースが少な

かったため。（亀山市）

Ａ　

指標名

評価理由

など

サービスを必要とする人に対し、サービスを提供することができたため。（広域連

合）

サービスを必要とする人に対し、サービスを提供することができたため。（広域連

合）

評価理由

など

指標名

Ｄ　

Ｄ　

Ｄ　

Ｃ　

指標名

Ｂ　

0

緩和した基準によるサービスの通所型については、事業所に対し事業説明を行いサービス提

供者の確保に努めた。訪問型については、国の考えや他のサービスとの調整等のため事業の

再構築が必要となったため、実施に至らなかった。また、ホームページ等を活用し情報提供に

努めた。

介護予防・生活支援サービスの対象者の見直し

サービスの状況を把握し二市と話合いを行った結果、対象者の拡大の必要がなかったため検

討していない。

指標名

指標名

・実利用人数は７人で、昨年度から１人減少したため。（鈴鹿市）

・実利用人数は1人で1回しか利用がなかったため。(亀山市）

評価理由

など

・今年度、暮らしまかせて支援事業からサービスBに移行できた地区がなかったた

め。（鈴鹿市）

・新規にサービスＢに移行できた地域が無かったため。（亀山市）

評価理由

など

鈴鹿亀山地区での事業の実施が遅れており、実績は、住所地特例施設の被保

険者の利用であるため。（広域連合）

評価理由

など

指標名
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区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 477 720 1,260 1,800

0 　 　 　 　

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 3 4 8 11

亀山市 0 3 3 3

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 302 1,152 1,152 1,152

亀山市 － 60 60 60

通所型・緩和した基準によるサー

ビス利用者数（延べ人数）

通所型・住民主体によるサービス

（支援を行った協議会の数）

通所型・短期集中予防サービス

利用者数（延べ人数）

延べ利用者数の実績をカウントする。

指標名

総合事業の給付実績をカウントする。

指標名

指標名

事業を実施した協議会の数をカウントする。

評価方法

評価方法

評価方法
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区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 477 720 1236

0 　 　 0

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 3 4 3

亀山市 0 3 0

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 302 1,152 418

亀山市 － 60 0

課題と対応策

評価理由

など

・令和6年度から介護サービス事業所が1か所増え、利用者は増加したが、見込

値を下回っているため。（鈴鹿市）

・事業所の確保が出来ず実施なしのため。（亀山市）

指標名

通所型・緩和した基準によるサー

ビス利用者数（延べ人数）

通所型・住民主体によるサービス

（支援を行った協議会の数）
Ｄ　

通所型・短期集中予防サービス

利用者数（延べ人数）
Ｄ　

指標名

評価理由

など

新規事業所の確保にはつなげられなかったが、計画で見込んだ以上の利用が

あったため。（広域連合）

評価理由

など

・今年度、暮らしまかせて支援事業からサービスBに移行できた地区がなかったた

め。（鈴鹿市）

・新規にサービスＢに移行できた地域が無かったため。（亀山市）

Ａ　

指標名

・住民主体のサービス利用の増加には、サービスの周知以前に支援者の確保という課題もあ

り、支援者と利用者の両方への広報が必要である。

暮らしまかせて支援事業からサービスBへの移行には、移動支援への取り組みというハードルが

あり、住民主体の移動支援活動に対する行政としての支援の在り方を検討していく。（鈴

鹿市）

・住民主体のサービスについては、まちづくり協議会へのアプローチが必要であり、生活支援コー

ディネーターと連携し働きかける必要がある。（亀山市）

・今後、さらに要支援者の増加が見込まれることから、介護予防・生活支援のサービス提供

者の確保が必要である。介護予防・生活支援サービスの対象者の見直しについては、住民

主体のサービスの状況を見ながら必要時検討を行う。（広域連合）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

2

(2)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

② 担当部署

施策の方向
介護予防・生活支援サービスの提供

40ページ

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

フレイル予防に関する知識を普及させるため、住民主体の通いの場や老人クラブ等において出

前講座を実施するほか、自宅でもフレイル予防に取り組めるようWeb教室を実施します。また、

介護予防の情報を取りまとめ、情報発信する等、ICTを活用した介護予防にも取り組みます。

健康づくりから介護予防につながる取組の推進を図り、住民が主体的に健康づくり活動等を

行えるよう、身近な活動の場に保健師等が出向く等、地域における健康づくりの取組を行いま

す。

各圏域で地域包括支援センターが行う高齢者の生活支援に関わる制度や在宅介護等に関

する情報の提供や、介護予防教室やフレイル予防等の出前講座等の介護予防の取組に対

し、後方支援を行います。

（同上）

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

一般介護予防事業

介護予防の普及・啓発の推進

地域における介護予防活動への支援 鈴鹿市

住民同士の支え合いによる介護予防・生活支援サービスを実施する地域づくり協議会・地域

まちづくり協議会等の支援をするほか、市内全体に広がるよう、検討中の地域に対し働きかけ

を行います。また、スクエアステップリーダーを養成し、地域でのスクエアステップの普及に取り組み

ます。

室等の開催ができない時期が続いたことから、高齢者の介護予防活動に影響を及ぼし、自主的な

介護予防活動は地域や団体等に偏りがみられます。

予防教室の実施にも取り組んでいます。

職等を講師派遣しています。専門的な助言ができるよう多職種の講師を確保していますが、講師

派遣の依頼は職種の偏りがみられます。

体操、フレイル予防や認知症予防の講話などを実施しています。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｃ　地域における介護予防活動への支援

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の取り組みの中で、関係部署と協議しながら、

評価分析を行い、フレイル予防の取組を行っている。

地域における生活支援サービスや支え合い活動など、地域づくり協議会が行う「暮らしまかせて

支援事業」の立ち上げを3地区、運営を9地区、生活支援コーディネーターによる支援を行った。

また、令和６年度は新たに17名のスクエアステップリーダーを養成し、開放デーや公民館出前

講座、サロン活動等を通じて、地域での普及に取り組んでいる。

2024(令６)

各地域包括支援センターが開催している介護予防教室や出前講座の開催状況の確認や情

報共有の場を作り、必要時は後方支援を実施。基幹型地域包括支援センターにおいては、

住民主体による訪問型サービスを担うシルバー人材センターが主催する研修会に参加し、介護

予防の適切な対応に繋がるよう、介護保険制度の周知を行った。

市主催の「かめやま健康セミナー」において、地域包括支援センターが介護保険制度について

説明する機会もつように調整した。また、保健師ワーキングにおいて、フレイル予防についての介

護予防教室の内容を検討し、市内の包括保健師合同でふれあい・いきいきサロンで介護予

防教室を開催した。

介護予防の普及・啓発の推進

地域の高齢者の通いの場であるサロンや老人クラブ等で介護予防教室を実施する「出前教

室」を1,314回、高齢者が自宅から参加できるようオンラインで介護予防教室を実施する

「Web教室」を80回行った。なお、一部の地域の通いの場の参加者について，フレイル予防の

取組前後を計測しているほか、一部の地域で高齢者のフレイルチェックを行う取組を実施して

いる。
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担当部署

担当部署

担当部署

③ 担当部署

担当部署

④ 担当部署

⑤ 担当部署

担当部署

担当部署

住民主体の通いの場であるサロン等にリハビリ専門職等の講師を派遣し、出前講座等を行

い、高齢者の介護予防活動を支援します。

亀山基幹

鈴鹿市

（同上）

高齢者の健康維持やフレイル対策として、保健医療の視点から受診勧奨を行う等、保健事

業と介護予防の一体的な取組を推進します。

リハビリテーション活動への支援

亀山市

鈴鹿市

亀山市

地域での介護予防の推進については、身近で気軽に参加できる活動の場がない地域に介護

予防教室等の提供を促進します。

地域に働きかけを行い、住民主体の通いの場であるサロンの設置数を増やします。また、高齢

者の社会参加活動による介護予防を推進するために、ボランティア登録希望者を支援します。

（同上）

「65歳からのフレイル予防のすすめ」の冊子やチラシを作成し、フレイル予防に関する周知・啓発

を行います。また、高齢者の特性を踏まえた健康支援、健康相談、フレイル予防を行うため、

医療専門職による課題の整理・分析から、通いの場等への積極的な関与や個別支援を行う

等、医療保険、介護保険、健康づくりの各部局の連携の下「保健事業と介護予防の一体的

な取組」を実施します。

介護予防の評価 広域連合

高齢者への保健事業と介護予防との一体的実施 鈴鹿市

一般介護予防事業の実施状況や事業量の達成状況等から介護予防事業の評価を行いま

す。また、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果により、介護予防の取組の評価を行いま

す。

市が主催する会議等で情報交換し、市と地域包括支援センターが連携して地域で効果的に

介護予防教室が開催できるように支援します。

亀山市

亀山市
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進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

⑤ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

第１層生活支援コーディネーターが中心となり、地域のニーズとサロン団体の調整を行い、新規

のサロンが３団体増加した。サロンの交流会を開催し、参加者同士の情報交換が行われるこ

とで、サロ活動の活性化につながった。

リハビリテーション活動への支援

地域の高齢者の通いの場であるサロンでリハビリ専門職等の専門職が行う出前講座を57回

実施した。

鈴鹿市社会福祉協議会から地域の高齢者の通いの場であるサロンへの助成を行い、助成を

行わないサロンも含め171団体の支援を行ったほか、高齢者施設等でボランティアを行いポイン

トを付与する制度では77人からのポイント申請があった。

地域でのスクエアステップの普及と定着のために市内４か所でスクエアステップ体験会を開催し

た。各回とも20人以上の参加があり、スクエアステップへの関心の高さがうかがえた。

KDBシステム等を活用し、地域の健康課題の分析を行い、庁内担当者間及び関係機関と課

題等を共有しつつ、庁内部署と連携しながら事業を実施している。

また、「65歳からのフレイル予防のすすめ」を作成し、通いの場や関係機関に送付するなど、フレ

イル予防に関する周知啓発を行った。

通いの場においては、質問票を用いたフレイルチェックを行い、通いの場毎に分析結果を返却す

ることで、活動を支援したり、昨年度の後期高齢者健康診査の質問票からフレイルリスクがあ

る方へ、相談窓口、介護予防・生活支援事業等の案内を個別に送付したりした。

介護予防の評価

高齢者への保健事業と介護予防との一体的実施

二市からの事業実績・評価等の報告、二市の担当者との協議の場等により、介護予防事業

の評価を行った。

市主催の高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施担当者会議に出席し、市の事業計

画を把握するとともに情報交換を行った。市の担当保健師が保健師ワーキングに参加し翌年

度の介護予防教室の実施対象等について意見交換を行った。

高齢者の通いの場であるサロンで医療等の専門職が行う出前講座を開催した。

理学療法士6団体、作業療法士1団体、薬剤師３団体、看護師１団体の延べ11団体へ

派遣した。

庁内関係部署と連携のもと、地域に出向きフレイル予防の講演会を開催した。また、高齢者

の保健事業と介護予防の一体的実施の取り組みとして、各部署が連携し、地域別の身体的

フレイルの教室への参加対象者を抽出し案内し教室参加を促した。また、一体的事業との連

携で、庁内関係部署と定期的に会議を開催し、KDBデータに基づく地域の課題分析を行い、

まちづくり協議会やサロンを対象とした介護予防事業に活用している。また、サロンの場にて、

高齢者の質問票（フレイルチェック表票）を実施し集計分析をサロン別に行った。
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事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 18,570 17,000 17,500 18,000

亀山市 30,085 25,000 25,500 26,000

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 3,592 3,500 3,700 3,900

亀山市 2,395 2,300 2,400 2,500

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 10 14 15 17

亀山市 2 6 7 9

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 66 71 76 81

亀山市 14 20 35 50

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

指標名

住民主体の通いの場への参加者数をカウントする。

指標名

指標名

介護予防普及・啓発事業の参加

者数（延べ人数）

介護予防に資する住民主体の通い

の場の参加者数（実人数）

市、地域包括支援センター主催の事業への参加者数をカウントする。

指標名

通いの場などの介護予防活動に対

し支援を行った協議会の数

リハビリテーション専門職等を講師

派遣した回数（延べ回数）

事業を実施した協議会の数をカウントする。

住民による活動に対しリハビリテーション専門職を派遣した回数をカウントする。
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事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 18,570 17,000 21,058

亀山市 30,085 25,000 31,981

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 3,592 3,500 3,883

亀山市 2,395 2,300 2,377

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 10 14 12

亀山市 2 6 2

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 66 71 57

亀山市 14 20 11

課題と対応策

・新規3団体、継続9団体、3団体はサービスBに移行済みのため。（鈴鹿市）

・ちょこボラ新規1団体、継続1団体。（残り３団体はサービスBに移行できていな

い。）（亀山市）

評価理由

など

・柔道整復師9回、歯科衛生士6回、栄養士16回、薬剤師23回、理学療法

士・作業療法士・言語聴覚士3回を派遣したが、計画値より下回ったため。（鈴

鹿市）

・理学療法士6団体、作業療法士1団体、薬剤師３団体、看護師１団体の延

べ11団体へ派遣したが、計画値を下回ったため。（亀山市）

評価理由

など

・ふれあいいきいきサロン、暮らしまかせて支援事業、通所型サービスＢ、元気いっ

ぱい教室の合計人数が計画を上回ったため。（鈴鹿市）

・ふれあいいきいきサロン(88団体)と老人クラブ(23クラブ)の会員数が計画を上回っ

たため。（亀山市）

評価理由

など

指標名

・新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着き、サービスの利用が増加しているが，実績値が計

画値を下回っている項目もあるため、引き続き周知啓発に努める。地域における住民主体の

取組や、通いの場の設置等については、今後も生活支援コーディネーターと連携して、推進して

いく。（鈴鹿市）

・今後も通いの場への支援については、一体的事業や生活支援コーディネーター等と連携しな

がら、進めていく必要がある。（亀山市）

・各地域包括支援センターで介護予防教室などの開催を実施しているが、開催する側も利用

する側もコロナ過の影響を受けて、定期開催の認識が少なからず崩れたところも見受けられる。

どこの圏域においてもフレイル予防の周知啓発を目的とし、地域包括支援センターが主体とな

り、介護予防教室が定期開催できるよう、支援に取り組む。（鈴鹿市基幹型）

・地域包括支援センターが地域で行う介護予防教室は総合相談業務に追われて少数に留

まっているため、市と連携を図り効果的に行っていく。（亀山市基幹型）

・今後も定期的に評価を行い、効果的・効率的な介護予防の取組を進める。（広域連合）

指標名

Ｃ　

指標名

・出前教室19,434人、Web教室342人の参加があった。（鈴鹿市）

・サロン24,588人等全体で31,861人の参加があった。（亀山市）

・保険事業と介護予防の一体的事業の実施数と救急健康フェアに1,282人の参

加があった。（鈴鹿市基幹型）

・介護予防教室に120人の参加があった。（亀山市基幹型）

評価理由

など

指標名

Ａ　

Ａ　

Ｃ　

介護予防普及・啓発事業の参加

者数（延べ人数）

介護予防に資する住民主体の通い

の場の参加者数（実人数）

通いの場などの介護予防活動に対

し支援を行った協議会の数

リハビリテーション専門職等を講師

派遣した回数（延べ回数）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

3

(1)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

② 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

開催しています。地域ケア会議を重層的に開催することで、地域課題の洗い出しや社会資源の

発掘・開発を促進し、政策形成につなげます。

の明確化が不十分であったり、課題が共有化できても、その課題の解決にまでは必ずしもつなが

らなかったりといった課題があります。

ことで、市レベルの地域ケア会議における検討に結びつけています。

め、各地域包括支援センターが開催するところを、基幹型地域包括支援センターが開催している

状況にあります。

自立支援型地域ケア会議を各地域包括支援センターと協働して開催します。

自立支援型地域ケア会議を各地域包括支援センターで開催することをめざして、支援に取

り組みます。

市レベルの地域ケア会議の開催

各レベルの地域ケア会議の開催

鈴鹿基幹

亀山基幹

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

鈴鹿市地域ケア推進会議を年２回開催します。また、その中で把握された地域課題につい

て、課題解決に向けた検討を行い、地域づくりや政策形成につなげていくため、地域ケア推

進会議を開催します。

個別レベルの検討から把握された圏域レベルの課題を集約・分析し、課題の解消に取り組

みます。

各地域包括支援センターが開催する圏域レベル・個別レベルの地域ケア会議を支援します。

また、圏域会議で解決できない地域課題を市全体の取組として協議・検討するため、地域

ケア推進会議で報告します。

（同上）

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

地域ケア会議の実施
施策の方向

在宅生活を支える環境の整備
44ページ
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｃ　

多職種及び行政が参加し年6回（12事例）開催した。

開催にあたっては、地域包括支援センターの職員と事例提供者と打合せを行い共通認識を

持って会議に参加できるようにしているが、質問項目やテーマ設定については基幹型包括に

委ねる傾向が強く、事例提出前に地域包括支援センターの職員と事例提供者との打合せ

が十分にできていないと思われる状況である。

2024(令６)

各レベルの地域ケア会議の開催

地域包括支援センターにて個別会議17回・圏域会議14回開催し、地域関係者との人間

関係の構築の良い機会にもなっている。圏域間で地域課題を共有し、課題解決に向けて

検討を実施したが実施状況にバラつきが見られており、未開催の圏域もある。

地域包括支援センターが個別レベル会議3回、圏域レベル会議2回が開催するにあたり、会

議の内容・進行等の打合せを行うとともに当日会議に出席した。圏域レベルの会議の内容

が地域の方との情報共有や情報交換に留まっているため、地域課題の抽出に至っていな

い。

市レベルの地域ケア会議の開催

鈴鹿市地域ケア推進会議を２回開催した。会議での審議を経て、「身元保証がない方の

入院・入所に関するガイドライン」を作成することができた。また、身元保証や金銭管理に求

められる課題や高齢者のごみ出し問題について審議を行い、令和７年度も継続審議となっ

た。

多職種が参加し、各専門職の視点で要支援者が地域において自立した日常生活を継続

できるよう、検討・助言を行った。年16回開催できているが、基幹型地域包括支援センター

が主体となり実施している状況であり、地域包括支援センターでの開催には至っていない。

圏域レベルで集約・分析された課題のうち、市レベルで解消に取り組むことが適当な課題に

ついて協議するため、亀山市地域ケア推進会議（亀山市高齢者福祉推進協議会）を１

回開催した。
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事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 2 2 2 2

亀山市 2 1 1 1

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 21 16 16 16

亀山市 2 4 4 4

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 25 随時 随時 随時

亀山市 7 随時 随時 随時

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 21 16 16 16

亀山市 12 6 6 6

評価方法

評価方法

会議開催回数をカウントする。

会議開催回数をカウントする。

市レベル会議開催回数

圏域レベル会議開催回数

（地域包括支援センター）

評価方法

評価方法

会議開催回数をカウントする。

指標名

個別レベル会議開催回数

（地域包括支援センター）

自立支援型会議開催回数

（地域包括支援センター）

会議開催回数をカウントする。

指標名

指標名

指標名
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事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 2 2 2

亀山市 2 1 1

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 21 16 14

亀山市 2 4 2

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 25 随時 17

亀山市 7 随時 2

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 21 16 16

亀山市 12 6 6

課題と対応策

市レベル会議開催回数

圏域レベル会議開催回数

（地域包括支援センター）

個別レベル会議開催回数

（地域包括支援センター）

自立支援型会議開催回数

（地域包括支援センター）

Ｂ　

Ｂ　

Ｂ　

指標名

・計画通り開催し、地域課題の把握につなげることができているため。（鈴鹿

市）

・計画どおり開催し、課題について協議できたため。（亀山市）

評価理由

など

指標名

Ｂ　

・「身寄りのない高齢者の身元保証と金銭管理等について」を議題とし、権利擁護体制の

強化やガイドラインの作成、エンディングノートやACPに関する周知啓発等の取組について検

討を行った。また、今後「高齢者のごみ出し」に関する課題についても検討を行っていく予定

である。（鈴鹿市）

・個別会議、圏域会議、推進会議が双方向に有機的に連携できる仕組みの確立が必要

である。（亀山市）

・個別の地域ケア会議は開催できているが、抽出された課題から圏域会議へと連動できてい

ない包括もある。また、圏域会議の開催にも至っていない包括もあり、基幹型地域包括支

援センターは平準化を目指して地域包括支援センターの支援に取り組んでいく。地域課題

を共有し検討する機会がどこの圏域においても必要であるが、圏域会議で検討すべき地域

課題の抽出方法も課題となっており、適切な開催が実施できるように取り組んでいく。（鈴

鹿市基幹型）

・地域包括支援センターは総合相談業務に追われ、地域ケア会議の開催を検討する余裕

がないようで、また計画的に開催を検討することもできていない。そのため、基幹型地域包括

支援センターが地域包括支援センターから個別ケースについて相談を受けた際は、ケースに応

じて個別レベルの会議の開催を促していくようにする。また、圏域レベルの会議については、個

別レベルの会議や自立支援型地域ケア会議において出てきた課題をまとめ、圏域レベルの

課題の抽出につなげていく。（亀山市基幹型）

指標名

・個別の地域ケア会議の開催回数をカウントした。（鈴鹿市基幹型）

・必要時に随時開催できているため。（亀山市基幹型）

評価理由

など

・計画通り開催できているため。（鈴鹿市基幹型）

・計画の見込値通り開催できているため。（亀山市基幹型）

評価理由

など

・ほぼ計画通り開催できているため。（鈴鹿市基幹型）

・開催回数が見込値を下回っているため。（亀山市基幹型）

評価理由

など

指標名
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

3

(2)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

② 担当部署

施策の方向
在宅生活を支える環境の整備

44ページ

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

相談窓口である地域包括支援センターの周知を図るとともに、介護保険制度や事業所等

についての情報を分かりやすく提供するため、県の介護サービス情報公表システムの周知を

図ります。

（同上）

（同上）

（同上）

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

家族介護への支援

鈴鹿基幹

亀山基幹

「介護者のつどい」の開催 亀山市

相談窓口の周知と情報提供の充実（家族介護者への支援）

地域関係者や関係機関等とフォーマル・インフォーマルを問わず介護サービス等の情報共有を

行います。

介護者が不安や悩みを一人で抱え込まないよう「介護者のつどい」を開催し、リフレッシュで

きるようなプログラムを取り入れて、参加者の心理面を支援します。

（同上）

包括支援センター等の相談窓口の周知を図っています。また、地域支援事業による家族介護支

援の事業として、二市においてそれぞれ介護用品支給事業や配食サービス等を行っています。さら

に、家族介護者の負担を軽減するため「介護者のつどい」を開催しており、介護知識の普及と介

護者同士の交流や情報交換を図っています。今後も、介護者が求める情報を提供するととも

に、介護者の負担軽減につながる事業や参加しやすい「介護者のつどい」の開催について検討す

る必要があります。

50



年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　「介護者のつどい」の開催

毎月、75歳を迎えた高齢者に対し、相談窓口である地域包括支援センターの案内を送付

したほか、地域における様々な会合等で地域包括支援センターのチラシを配布した。また、

家族介護者に相談窓口を周知するため、市広報や県の介護サービス情報公表システムに

地域包括支援センターの情報を掲載した。

相談窓口の周知と情報提供の充実（家族介護者への支援）

各日常生活圏域において、イベントや地域住民との会議などの機会を活用し、相談窓口で

ある地域包括支援センターや、介護保険制度などについて情報提供を実施した。

2024(令６)

県の介護サービス情報公表システムや市のホームページにて情報を掲載し、相談窓口である

地域包括支援センターの周知を図った。

様々な機会を捉えて地域包括支援センターを周知するとともに、地域まちづくり協議会、民

生委員・児童委員、居宅介護支援事業所等に「高齢者のための社会資源のしおり」を配

布した。

市発行の冊子「鈴鹿市認知症ガイドブック」「65歳からのフレイル予防のすすめ」、市のホーム

ページ及び県の介護サービス情報公表システムに地域包括支援センターの情報を掲載し、家

族介護者へ相談窓口として周知を続けている。

介護のしかたについて情報提供したり、介護者同士で情報交換していただくほか、介護者の

気分転換や負担軽減に繋げられるように支援を行った。

生活支援コーディネーターと協働し、高齢者の生活支援に活用できる社会資源を整理し「高

齢者のための社会資源のしおり」を作成（更新）し、居宅支援事業所・民生委員等に配

布した。
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担当部署

③ 担当部署

担当部署

担当部署

事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

鈴鹿市 8 8 8 8

亀山市 3 2 2 2

指標名

鈴鹿市

（同上）

住み慣れた地域で、自分らしい生活が続けられるよう、在宅での支援を必要とする高齢者

やその家族の生活の安定を図るため、介護用品の支給や配食サービスの支援を実施しま

す。

広域連合

家族介護支援事業の実施

鈴鹿基幹

（同上）

亀山市

介護用品支給事業について二市の状況を把握し、国の示す取扱いを踏まえ事業のあり方

を検討します。

「介護者のつどい」の開催回数をカウントする。

「介護者のつどい」開催回数

評価方法
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進捗度 Ｃ　

③ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

鈴鹿市 8 8 11

亀山市 3 2 2

課題と対応策

各日常生活圏域において「介護者のつどい」を開催し、地域包括支援センターの役割・介

護保険制度の周知を行った圏域と、未開催の圏域があった。

・家族介護の支援につながるよう、地域包括支援センター等と連携し、サービス事業の周知

及び利用促進を図る。（鈴鹿市）

・介護に関する相談窓口の更なる周知が求められる。また、介護用品支給事業について

は、国の動向を注視するとともに、新たな財源確保等が求められる。（亀山市）

・相談窓口である地域包括支援センターの情報が、必要とする方々へ届くように、引き続き

周知・啓発を図る。また、「介護者のつどい」においては、開催数が計画を上回ってはいるが、

日常生活圏域によって開催数のバラつきがみられているため、地域差がみられないように取り

組んでいくことが必要である。（鈴鹿市基幹型）

・「高齢者のための社会資源のしおり」については、配布した関係機関の活用状況を把握し

効果的に活用できるように更新していく。（亀山市基幹型）

・次期計画に向けて、二市と介護用品支給事業のあり方の検討を進める。（広域連合）

家族介護支援事業の実施

在宅での支援を必要とする高齢者やその家族の生活の安定を図るため、紙おむつ等を自宅

へ配達する紙おむつ等支給事業や食事の個別配送及び安否確認を行う配食サービス等を

継続的に実施している。

Ａ　

二市の介護用品支給事業の現状を把握し、支給条件の見直しを行った。

・見込値以上に開催できたため。（鈴鹿市基幹型）

・計画どおり実施できたため。（亀山市）

評価理由

など

指標名

在宅での支援を必要とする高齢者やその家族の生活の安定を図るため、紙おむつ等を自宅

へ配達する介護用品支給事業や、食事の個別配送の際に安否確認を行う配食サービスを

継続的に実施している。

「介護者のつどい」開催回数
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

3

(3)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

在宅医療ケアシステム運営会議により、また、亀山市では在宅医療連携推進協議会及び多職

種連携会議により、医療・介護の連携強化を図っています。加えて、鈴鹿市では在宅医療・介

護連携支援センターに在宅医療連携コーディネーターを配置し、それぞれ医療職、介護職相互か

らの相談を通じて、在宅医療・介護連携の円滑化を図っています。亀山市では、亀山市在宅医

療連携システム（かめやまホームケアネット）により切れ目のない在宅医療と介護の連携強化を

図っています。また、二市では医療・介護相互の多職種による研修を通じて、専門職のレベルアッ

プを図っています。

ランニング）」及び看取りに関する講演会や出前講座等を開催し、意識を高めています。在宅医

療・介護の連携は進んでいますが、地域住民に対する普及・啓発が進んでいないこともあり、いず

れの事業も継続して取り組んでいくことが必要です。

施策の方向
在宅生活を支える環境の整備

46ページ

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

鈴鹿市地域包括在宅医療ケアシステム運営会議を開催し、医療・介護の関係者との情報

共有及び課題等の検討を行います。また、医療機関や介護事業所等の社会資源を視覚

化し、ホームページ等による情報共有を行います。

医療・介護等の介護関係者の顔が見える関係を構築するとともに、関係者がスムーズに情

報連携できるようICTツールの利用促進により、効果的かつ効率的な多職種連携の強化を

図ります。

医療関係者と福祉関係者の情報共有の場として、鈴鹿市医師会主催の在宅医療登録

医会に参加します。また、地域包括在宅医療ケアシステム勉強会に参加し、在宅医療・介

護連携における課題整理や情報共有を図ります。

切れ目のない在宅医療と介護が円滑に提供されるように亀山市立医療センター地域医療

課と連携していきます。

鈴鹿市

亀山市

鈴鹿基幹

亀山基幹

医療と介護の連携

在宅医療・介護連携における現状・課題等の整理
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年度

取組実績

実施内容

① 在宅医療・介護連携における現状・課題等の整理 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

ICTツールであるバイタルリンクを活用することで日常的な連携をより効率的に行い、多職種

間の連携強化及び連携時の業務負担を軽減した。

亀山市在宅医療連携推進協議会を1回/年開催し、前年度の在宅医療介護連携推進

事業の実績報告と在宅医療介護関係者との情報共有や課題等の検討を行った。

2024(令６)

鈴鹿市医師会主催の在宅医療登録医会や在宅医療・介護連携支援センターが主催する

地域包括在宅医療ケアシステム運営委員会へ参加し、医療・介護の関係者と連携及び

情報共有を図った。また、地域包括在宅医療ケアシステム勉強会へ参加し課題整理や意

見交換を行った。

地域医療課が開催する在宅医療連携推進会議に出席し、かめやまホームケアネットの在り

方等について意見交換を行った。また、多職種連携研修会に出席し医療・介護関係者と

情報交換・意見交換を行った。

鈴鹿市地域包括在宅医療ケアシステム運営委員会を4回、在宅医療ケアシステム研究会

を1回行い、在宅医療・介護の関係者と情報共有を行い、課題等の検討を行った。

地域の医療機関及び介護事業所などの情報を、市民向けサイト「鈴鹿市社会資源検索

システムベルディリンク」及び関係者向けサイト「鈴鹿市在宅医療・介護支援センターすずら

んウェブサイト」に掲載し、関係者向けサイトへの登録を勧奨した。
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② 担当部署

担当部署

③ 担当部署

担当部署

④ 担当部署

担当部署

⑤ 担当部署

担当部署

担当部署

担当部署

多職種からの相談対応や連携を支援するため、在宅医療・介護連携支援センターを設置

し、相談支援を行います。

鈴鹿市

（同上）

必要なサービスを選択できるようにするため、講演会を開催します。また、エンディングノートや

ＡＣＰの周知・啓発に取り組みます。

（同上）

地域住民への普及・啓発 鈴鹿市

在宅医療や介護に関する情報を地域へ出向き周知・啓発を図ります。

亀山市

在宅医療・介護連携に関する相談支援

医療・介護関係者の研修 鈴鹿市

亀山市

医療・介護関係者の情報共有の支援 鈴鹿市

亀山市

多職種連携研修会等を通じて医療・介護関係者の顔の見える関係を構築するとともに、

多職種との連携を含め、関係者がスムーズに情報連携できるよう情報共有システムの利用

促進を行い、効果的かつ効率的な多職種連携の強化を図ります。

医療・介護関係者等に対して、知識やスキル向上を目的とした研修会等を開催し、支援を

行います。

ICT等を活用したシステムの導入や運用支援、医療・介護連携のためのツール作成等に取り

組み、情報ネットワークの構築を図ります。

（同上）

亀山市

鈴鹿市

亀山市

住民に対し、住み慣れた地域で最期まで暮らし続けるための準備や看取りについて考え、在

宅医療や介護に対する理解を深める取組を行います。
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② 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑤ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

エンディングノートを作成し、ACPの普及啓発を行っている。また、市民公開講座や地域に出

向き講座を開催し、市民へ周知啓発を行った。また、在宅医療をメインテーマに、「住み慣れ

た地域で自分らしく過ごすために」と題した市民公開講座を開催した。参加者：370人

地域住民への普及・啓発

医師会や庁内関係部署と連携、協力しながら地域に出向き講演会を開催し周知啓発に

努めている。

医療・介護関係者の研修

医療・介護関係者の情報共有の支援

多職種連携研修会を年３回開催し、医療介護の関係者の相互理解や情報共有、顔の

見える関係づくりの促進につながった。医師会と共催で開催した研修会については、たくさん

の多職種の参加があり、普段交流が少ない医師や歯科医師と親睦を深めることができた。

地域包括在宅医療ケアシステム勉強会を4回開催し、関係者に対し、「災害時の多職種

連携」をテーマに講演会及びワークショップを行ったほか、「ACP」をテーマに講演会を行った。ま

た、エンドオブライフケア援助者養成講座を１回開催し、人生の最終段階に共通する自然

経過や意思決定支援の基礎知識、援助的コミュニケーションについて学ぶ機会とした。

在宅医療・介護連携に関する相談支援

在宅医療・介護連携支援センター「すずらん」を鈴鹿市直営で運営している。医療職や介

護職に関する相談支援等を行った。

医療・介護関係者の情報共有ツールとして、多職種連携情報共有システムであるバイタルリ

ンクの普及に取り組んだ。バイタルリンクを管理し、患者等の情報を円滑に関係機関で共有

できるよう、バイタルリンク利用に関する支援を行った。

多職種連携研修会を年３回開催し、知識やスキル向上に加え医療介護の関係者の相互

理解や情報共有、顔の見える関係づくりの促進につながった。

【テーマ】　➀「令和6年度能登半島地震におけるＤＭＡＴ派遣活動報告」（医師会と共

催）参加者：98人　②「認知症のことをテーマに多職種で話してみよう」参加者：30人

③パーキンソン病患者のサービスを知ろう　参加者：39人

広報すずかにて、在宅医療・介護についての特集を掲載した。また、救急健康フェアにて在

宅医療・介護について掲示啓発した。

亀山市立医療センターに相談窓口を設置し、多職種からの相談対応や連携の支援を行っ

ている。

地域住民を支援する、医療・介護の専門職が活用するための、ACPマニュアルを作成した。

また、広報すずかにて、在宅医療・介護についての特集に人生会議についての記事を掲載し

た。
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課題と対応策
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課題と対応策

・多職種連携のための会議や勉強会、在宅医療・介護、ACPに関する市民啓発について

更なる普及・啓発が必要であり、引き続き取り組んでいく。また、在宅医療に特化した医療

機関の増加により、幅広く多様な医療ニーズの在宅療養者が増加することが見込まれ、医

療と介護の支援者においても、多様なニーズに対応できる質の向上が求められ、専門職の

資質向上を図るための勉強会などは今後も継続して実施する。

令和５年度から鈴鹿市直営で在宅医療・介護連携支援センター「すずらん」を運営、令和

６年度から本事業の所管が健康福祉部長寿社会課から健康福祉部地域医療推進課に

移管した。より多職種が相談しやすい環境と、利用しやすい社会資源の情報提供に努め

る。（鈴鹿市）

・ACPの知識があっても、実施するタイミングの難しさなどがあるため、市民のみならず多職種

への研修も必要である。また、円滑な多職種連携が図れるよう、引き続き多職種連携研修

会を開催し顔の見える関係性づくりに努める必要がある。（亀山市）

・在宅医療登録医会や地域包括在宅医療ケアシステムなどへ参加し、在宅療養生活を切

れ目なく支援するために、医療職・介護職においてスムーズな連携が図れるよう、今後も多

職種が集まる会議や勉強会へ参加し、関係機関との連携強化と日頃から顔の見える関係

性の構築に努める。（鈴鹿市基幹型）

・近年、在宅医療に特化した医師が市内に開業しており、かめやまホームケアネットのあり方

について関係機関が検討していくことが必要である。（亀山市基幹型）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅰ

3

(4)

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

② 担当部署

③ 担当部署

④ 担当部署

施策の方向
在宅生活を支える環境の整備

48ページ
住まいの環境整備

グループホームや有料老人ホーム等への介護サービス相談員の訪問機会を確保し、サービスの

改善や向上にかかる助言等を行うとともに、必要な場合には県に対し協力を依頼し、県か

らも指導するように働きかけます。

居宅系サービスに対する助言等の実施 広域連合

地域包括ケアシステムの構築を推進するために～地域支援事業による地域包括ケアシステムの深化・推進～

住宅関係部署と連携を図り、市営住宅への優先入居や高齢者向けの住宅に関する情報

提供を行う等、円滑な入居に関する支援を行います。

（同上）

三重県住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅事業の登録を促進します。

要介護者等が安心して在宅で生活できる居住環境を整えるため、介護保険による住宅改

修（手すりの取り付け、段差の解消、引き戸等への扉の取替え等）を実施し、条件に該

当する改修については住宅改修費を支給します。

鈴鹿市

亀山市

亀山市

広域連合

住宅に関する情報提供と相談機会の確保

住宅改修事業の実施

宅への高齢者の優先入居を実施しています。今後も、高齢者の安定した居住環境を確保する

ため、住まいの確保とともに情報提供の充実が求められます。

有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅へも派遣を行い、相談員の聞き取り調査を通じ

てサービスの改善や向上を促しています。有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅は増加

傾向にあることから、今後も、情報共有のための意見交換の場づくりが必要です。

ゼロ」の取組が求められています。今後も、在宅サービスの充実を図り、介護と仕事の両立を支援

するための制度の周知・啓発を進めることが必要です。

介護離職防止のための在宅サービス等の充実 鈴鹿市

「介護離職ゼロ」の実現に向けて、介護用品の支給等在宅介護サービスの確保を図り、家

族介護者を支える取組を継続するとともに、市民や企業等に対し介護休業制度等の周知

に努めます。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

介護サービス相談員の受入れを承諾いただいたサービス事業所に対し、介護サービス相談員

の活動を実施した。

居宅系サービスに対する助言等の実施

介護離職防止のための在宅サービス等の充実

紙おむつ等を自宅へ配達する紙おむつ等支給事業や食事の個別配送及び安否確認を行

う配食サービス等を継続的に実施し、在宅介護サービスの確保を図っている。

また、介護休業制度についての案内チラシを窓口付近のパンフレットスタンドに設置・配布

し、制度の周知に努めている。

住宅関係部署と連携を図り、市営住宅への優先入居や、三重県居住支援連絡会の取り

組みの一環で、市内で民間賃貸住宅相談会を開催するなど、高齢者向けの住宅に関する

情報提供を行い、円滑な入居に関する支援を行った。

2024(令６)

三重県住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅事業の登録促進に努めた。

住宅改修事業の実施

要介護者等の心身の状態や住宅の状況等から改修工事が必要となり、介護保険による

住宅改修に該当した場合、住宅改修費を858件支給した。

住宅に関する情報提供と相談機会の確保

住宅関係部署と情報交換を行うとともに連携を図った。また、市営住宅への優先入居につ

いて広報やウェブサイトなどで情報提供を行った。
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担当部署 広域連合

求められる在宅介護サービスの確保を図りながら、相談窓口である地域包括支援センターの

周知や、介護保険制度、事業所等の情報を提供するための県の介護サービス情報公表シ

ステムの周知を図ります。また、利用者や家族の介護ニーズに適切に対応していくため、定期

巡回・随時対応型訪問介護看護や看護小規模多機能型居宅介護等の在宅介護サービ

スの施設整備を推進します。
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進捗度 Ｃ　

課題と対応策

在宅介護サービスを確保するための施設整備の推進については、公募を行いましたが、応募

なしとなった。

・高齢者人口が増加する中で，安定した居住環境の確保が求められている。引き続き，

関係機関との情報共有に努め，情報提供と支援体制の充実を図る。（鈴鹿市）

・高齢者の市営住宅への優先入居や住宅改修事業を引き続き実施するとともに、更なる

周知が必要である。また介護離職防止のため、事業所等への理解促進の働き掛けや、家

族間での介護の役割分担（負担の分散等）についての啓発が求められる。（亀山市）

・要介護者等が在宅で自立した生活を過ごせるよう、また、介護者の負担を軽減できるよう

に、今後も住宅改修事業を実施する。また、在宅介護サービスについては、一定のニーズがあ

ることから、施設整備の推進に向けて引き続き公募を実施していく。（広域連合）
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Ⅱ 介護が必要となっても

安心して暮らせるために

～介護サービスの提供体制の

確保とサービスの充実～
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【基本目標】　Ⅱ　介護が必要となっても安心して暮らせるために

１　サービス提供基盤の整備

（１）地域密着型サービスの施設整備

【地域密着型サービスの施設整備計画】（箇所数）

鈴鹿第１

鈴鹿第２

鈴鹿第３

鈴鹿第４

鈴鹿第５

鈴鹿第６

鈴鹿第７

鈴鹿第８

亀山第１

亀山第２

【地域密着型サービスの施設整備計画】（施設数〔定員数〕）

認知症対応型通所介護 － 〔－〕 － 〔－〕 － 〔－〕

鈴鹿第１ － － － － － －

鈴鹿第２ － － － － － －

鈴鹿第３ － － － － － －

鈴鹿第４ － － － － － －

鈴鹿第５ － － － － － －

鈴鹿第６ － － － － － －

鈴鹿第７ － － － － － －

鈴鹿第８ － － － － － －

亀山第１ － － － － － －

亀山第２ － － － － － －

小規模多機能型居宅介護 － 〔－〕 － 〔－〕 － 〔－〕

鈴鹿第１ － － － － － －

鈴鹿第２ － － － － － －

鈴鹿第３ － － － － － －

鈴鹿第４ － － － － － －

鈴鹿第５ － － － － － －

鈴鹿第６ － － － － － －

鈴鹿第７ － － － － － －

鈴鹿第８ － － － － － －

亀山第１ － － － － － －

亀山第２ － － － － － －

看護小規模多機能型居宅介護 － 〔－〕 0 〔0〕 1 〔29〕 － 〔－〕

鈴鹿第１

鈴鹿第２

鈴鹿第３

鈴鹿第４

鈴鹿第５

鈴鹿第６

鈴鹿第７

鈴鹿第８

亀山第１

亀山第２

－

－ 0 　　　1　〔29〕

－ －

－

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

実績値 実績値

令和６年度

整備計画

令和７年度

整備計画

令和８年度

整備計画 実績値

－

0 1

0 1

５０ページ
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認知症対応型共同生活介護 1 〔9〕 1 〔18〕 － 〔－〕 0 〔0〕

鈴鹿第１ － － － － － －

鈴鹿第２ － － － － － －

鈴鹿第３ － － 0 〔9〕 － － － －

鈴鹿第４ － － － － － －

鈴鹿第５ － － － － － －

鈴鹿第６ － － － － － －

鈴鹿第７ － － － － － －

鈴鹿第８ － － － － － －

亀山第１ 1 〔9〕 1 〔9〕 － － － －

亀山第２ － － － － － －

－ 〔－〕 -1 〔-29〕 － 〔－〕 － 〔－〕

鈴鹿第１ － － － － － －

鈴鹿第２ － － -1 〔-29〕 － － － －

鈴鹿第３ － － － － － －

鈴鹿第４ － － － － － －

鈴鹿第５ － － － － － －

鈴鹿第６ － － － － － －

鈴鹿第７ － － － － － －

鈴鹿第８ － － － － － －

亀山第１ － － － － － －

亀山第２ － － － － － －

－ 〔－〕 － 〔－〕 － 〔－〕

鈴鹿第１ － － － － － －

鈴鹿第２ － － － － － －

鈴鹿第３ － － － － － －

鈴鹿第４ － － － － － －

鈴鹿第５ － － － － － －

鈴鹿第６ － － － － － －

鈴鹿第７ － － － － － －

鈴鹿第８ － － － － － －

亀山第１ － － － － － －

亀山第２ － － － － － －

（2）施設・居住系サービスの整備

【施設・居住系サービスの整備】（施設数〔定員数〕）

－ － 0 〔10〕 － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

（3）リハビリテーションに関する目標の設定

【リハビリテーションにかかる実績と目標】

※令和6年度の事業所数は公表前にため未測定。利用率は令和6年11月サービス提供分までで算定

令和７年度

整備計画

地域密着型特定施設入居者生活介護

　介護医療院

令和８年度

整備計画 実績値

　介護老人福祉施設

実績値 実績値

令和６年度

整備計画

令和７年度 令和８年度

整備計画 整備計画

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

実績値

計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値

令和６年度 令和７年度

実績値 実績値

令和６年度

整備計画

10

10.5

５３ページ

　通所リハビリテーション事業所数

　通所リハビリテーションサービス利用率（％）

10

9.5

－

8.77

10

10.0

令和８年度

　介護老人保健施設

　介護療養型医療施設

　特定施設入居者生活介護

67



 ２　介護保険サービスの事業見込

(1)　サービス利用者数の見込み

①施設・住居系サービス

単位：人

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

居宅（介護予防）サービス

特定施設入居者生活介護 192 185 △ 7 192 192

地域密着型（介護予防）サービス

認知症対応型共同生活介護 364 350 △ 14 364 364

地域密着型特定施設入居者生活介護 29 29 0 29 29

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 58 29 △ 29 58 58

施設サービス

介護老人福祉施設 1,080 1,014 △ 66 1,080 1,090

介護老人保健施設 630 673 43 630 630

介護医療院 26 17 △ 9 26 26

介護療養型医療施設 － － － － －

※実績値は、各年度年報の「居宅介護（介護予防)サービス受給者数」を12(か月）で割ったもの

※令和6年度の実績値は、令和7年3月分の月報の「保険給付決定状況」の件数

②居宅サービス

 【居宅サービス利用対象者数（居住系サービスを除く）】 単位：人

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

居宅サービス利用対象者数 9,295 9,386 91 9,544 9,742

要支援１ 1,941 1,896 △ 45 1,978 1,996

要支援２ 1,691 1,866 175 1,723 1,752

要介護１ 2,116 2,060 △ 56 2,173 2,215

要介護２ 1,506 1,500 △ 6 1,543 1,578

要介護３ 1,011 892 △ 119 1,045 1,073

要介護４ 611 738 127 645 674

要介護５ 419 434 15 437 454

※実績値は、各年度年報の「居宅介護（介護予防)サービス受給者数」を12(か月）で割ったもの

※令和6年度の実績値は、令和7年3月分の月報の「居宅介護（介護予防)サービス受給者数」の件数

令和６年度 令和7年度

 【施設・居住系サービス利用者数】

令和６年度 令和7年度
項目

令和８年度

令和８年度
項目

５４ページ
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(2)　介護サービス量の見込み

①地域密着型以外の居宅サービス

【サービス見込量（一月あたり）】 単位：人

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

【予防給付】

介護予防訪問入浴介護 － 1 － － －

介護予防訪問看護 142 190 48 143 146

介護予防訪問リハビリテーション 100 80 △ 20 102 103

介護予防居宅療養管理指導 68 135 67 70 70

介護予防通所リハビリテーション 332 304 △ 28 338 343

介護予防短期入所生活介護 38 31 △ 7 38 39

介護予防短期入所療養介護 2 0 1 2 2

介護予防福祉用具貸与 1,516 1,518 2 1,546 1,567

介護予防特定福祉用具購入費 23 31 8 24 25

介護予防住宅改修費 41 36 △ 5 43 43

介護予防特定施設入居者生活介護 15 9 △ 6 15 15

介護予防支援 1,761 1,760 △ 1 1,794 1,817

【介護給付】

訪問介護 1,521 1,711 190 1,572 1,619

訪問入浴介護 92 92 0 96 101

訪問看護 646 806 160 670 691

訪問リハビリテーション 180 141 △ 39 185 191

居宅療養管理指導 1,121 2,185 1,064 1,160 1,197

通所介護 2,828 3,007 179 2,916 2,994

通所リハビリテーション 723 735 12 745 767

短期入所生活介護 672 645 △ 27 694 716

短期入所療養介護 52 65 13 53 55

福祉用具貸与 3,321 3,438 117 3,431 3,536

特定福祉用具購入費 38 46 8 40 42

住宅改修費 37 31 △ 6 37 39

特定施設入居者生活介護 177 176 △ 1 177 177

居宅介護支援 4,981 5,030 49 5,139 5,281

※実績値は、各年度年報の「保険給付決定状況」の件数を12(か月）で割ったもの

※令和6年度の実績値は、令和7年3月分の月報の「保険給付決定状況」の件数

令和６年度 令和7年度 令和８年度
項目
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②地域密着型サービス

【サービス見込量（一月あたり）】

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

【予防給付】

介護予防認知症対応型通所介護 2 2 0 2 2

介護予防小規模多機能型居宅介護 18 15 △ 3 18 18

介護予防認知症対応型共同生活介護 1 2 1 1 1

【介護給付】

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 30 36 6 50 50

夜間対応型訪問介護 － － － － －

地域密着型通所介護 537 487 △ 50 537 537

認知症対応型通所介護 36 40 4 42 42

小規模多機能型居宅介護 74 67 △ 7 74 74

認知症対応型共同生活介護 363 348 △ 15 363 363

地域密着型特定施設入居者生活介護 29 29 0 29 29

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 58 29 △ 29 58 58

25 23 △ 2 50 50

※実績値は、各年度年報の「保険給付決定状況」の件数を12(か月）で割ったもの

※令和6年度の実績値は、令和7年3月分の月報の「保険給付決定状況」の件数

③地域密着型以外の施設サービス

【サービス見込量（一月あたり）】

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

1,080 1,014 △ 66 1,080 1,090

630 673 43 630 630

26 17 △ 9 26 26

－ － － － －

※実績値は、各年度年報の「保険給付決定状況」の件数を12(か月）で割ったもの

※令和6年度の実績値は、令和7年3月分の月報の「保険給付決定状況」の件数

令和８年度

項目

項目

令和８年度

複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

令和６年度 令和7年度

令和６年度 令和7年度

介護老人福祉施設
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(3)　介護予防・日常生活支援総合事業の見込み

①介護予防・生活支援サービス事業

【事業見込量】

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

旧介護予防訪問介護相当サービス
利用者数（延べ人数）

広域 7,000 6,942 △ 58 7,200 7,300

緩和した基準による訪問型サービス
利用者数（延べ人数）

広域 120 12 △ 108 240 240

鈴鹿市 384 214 △ 170 384 384

亀山市 192 1 △ 191 192 192

鈴鹿市 4 3 △ 1 8 11

亀山市 3 3 0 3 3

鈴鹿市 144 157 13 144 144

亀山市 144 28 △ 116 144 144

旧介護予防通所介護相当サービス
利用者数（延べ人数）

広域 16,600 16,776 176 17,000 17,300

緩和した基準によるサービス利用者
数（延べ人数）

広域 720 1,236 516 1,260 1,800

鈴鹿市 4 3 △ 1 8 11

亀山市 3 0 △ 3 3 3

鈴鹿市 1,152 418 △ 734 1,152 1,152

亀山市 60 0 △ 60 60 60

②一般介護予防事業

【事業見込量】

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

鈴鹿市 3,500 3,883 383 3,700 3,900

亀山市 2,300 2,377 77 2,400 2,500

鈴鹿市 14 12 △ 2 15 17

亀山市 6 2 △ 4 7 9

鈴鹿市 71 57 △ 14 76 81

亀山市 20 11 △ 9 35 50

③介護予防ケアマネジメント

【事業見込量】

見込量 実　績 差 見込量 実　績 見込量 実　績

広域 12,500 12,530 30 12,800 13,000

５８ページ

項目
令和６年度 令和7年度 令和８年度

住民主体による訪問型サービス（シ
ルバー人材センター分延べ利用者
数）

住民主体によるサービス（支援を
行った地域づくり・まちづくり協議会
の数）

訪
問
型

短期集中予防サービス利用者数（延
べ人数）

住民主体によるサービス（支援を
行った地域づくり・まちづくり協議会
の数）

項目
令和６年度 令和7年度 令和８年度

介護予防に資する住民主体の通いの場の
参加者の実人数

住民の介護予防活動のためにリハビリ
テーション専門職等を講師派遣した回数

通いの場等の介護予防活動に対し支援を
行った地域づくり協議会・地域まちづくり協
議会の数

短期集中予防サービス利用者数（延
べ人数）

通
所
型

項目
令和６年度 令和7年度 令和８年度

介護予防ケアマネジメント　実施件数（延
べ件数）
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　３　事業費の見込みと保険料の設定

(1) 介護保険の総事業費等の見込み

①予防給付 単位：円

推計額 実績額 差
執行率

（%）
推計額 推計額 推計額

(1) 地域密着型以外のサービス 419,135,000 387,108,023 △ 32,033,429 92.4% 427,569,000 433,500,000 1,280,204,000

介護予防訪問介護 － 6,452 6,452 － － － －

介護予防訪問入浴介護 － 141,818 141,818 － － － －

介護予防訪問看護 49,171,000 57,060,386 7,889,386 116.0% 49,620,000 50,659,000 149,450,000

介護予防訪問リハビリテーション 34,614,000 24,599,427 △ 10,014,573 71.1% 35,354,000 35,699,000 105,667,000

介護予防居宅療養管理指導 7,081,000 8,787,945 1,706,945 124.1% 7,298,000 7,298,000 21,677,000

介護予防通所介護 － 36,625 36,625 － － － －

介護予防通所リハビリテーション 136,717,000 118,375,839 △ 18,341,161 86.6% 139,298,000 141,427,000 417,442,000

介護予防短期入所生活介護 13,948,000 12,532,116 △ 1,415,884 89.8% 13,966,000 14,337,000 42,251,000

介護予防短期入所療養介護 775,000 924,466 149,466 119.3% 776,000 776,000 2,327,000

介護予防福祉用具貸与 120,695,000 115,136,190 △ 5,558,810 95.4% 123,083,000 124,802,000 368,580,000

介護予防特定福祉用具購入費 7,438,000 7,559,099 121,099 101.6% 7,757,000 8,085,000 23,280,000

介護予防住宅改修費 34,996,000 30,490,266 △ 4,505,734 87.1% 36,699,000 36,699,000 108,394,000

介護予防特定施設入居者生活介護 13,700,000 11,457,394 △ 2,242,606 83.6% 13,718,000 13,718,000 41,136,000

(2) 地域密着型サービス 19,134,000 16,770,741 △ 2,363,259 87.6% 19,158,000 19,158,000 57,450,000

介護予防認知症対応型通所介護 1,017,000 1,244,301 227,301 122.4% 1,018,000 1,018,000 3,053,000

介護予防小規模多機能型居宅介護 15,560,000 12,619,540 △ 2,940,460 81.1% 15,580,000 15,580,000 46,720,000

介護予防認知症対応型共同生活介護 2,557,000 2,906,900 349,900 113.7% 2,560,000 2,560,000 7,677,000

103,497,000 98,874,580 △ 4,622,420 95.5% 105,570,000 106,922,000 315,989,000

541,766,000 502,753,344 △ 39,019,108 92.8% 552,297,000 559,580,000 1,653,643,000

令和８年度
項目

令和６年度 令和７年度

(3) 介護予防支援

予防給付費計

６０ページ
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②介護給付 単位：円

推計額 実績額 差
執行率

（%）
推計額 推計額 推計額

　(1)　地域密着型以外のサービス 7,888,121,000 8,095,728,546 207,607,546 102.6% 8,151,428,000 8,398,878,000 24,438,427,000

訪問介護 1,112,950,000 1,248,216,783 135,266,783 112.2% 1,155,325,000 1,196,066,000 3,464,341,000

訪問入浴介護 68,179,000 58,825,364 △ 9,353,636 86.3% 71,109,000 75,027,000 214,315,000

訪問看護 363,838,000 408,224,599 44,386,599 112.2% 378,627,000 391,651,000 1,134,116,000

訪問リハビリテーション 72,594,000 65,732,946 △ 6,861,054 90.5% 74,639,000 76,984,000 224,217,000

居宅療養管理指導 120,791,000 153,309,410 32,518,410 126.9% 125,143,000 129,146,000 375,080,000

通所介護 3,496,401,000 3,545,730,008 49,329,008 101.4% 3,616,408,000 3,722,977,000 10,835,786,000

通所リハビリテーション 758,562,000 771,403,903 12,841,903 101.7% 783,877,000 808,950,000 2,351,389,000

短期入所生活介護 807,310,000 779,578,891 △ 27,731,109 96.6% 837,459,000 866,789,000 2,511,558,000

短期入所療養介護 58,144,000 80,835,336 22,691,336 139.0% 59,511,000 61,424,000 179,079,000

福祉用具貸与 518,120,000 530,174,338 12,054,338 102.3% 536,643,000 555,026,000 1,609,789,000

特定福祉用具購入費 13,682,000 16,502,504 2,820,504 120.6% 14,545,000 15,216,000 43,443,000

住宅改修費 29,581,000 30,932,503 1,351,503 104.6% 29,581,000 31,061,000 90,223,000

特定施設入居者生活介護 467,969,000 406,261,961 △ 61,707,039 86.8% 468,561,000 468,561,000 1,405,091,000

　(2)　地域密着型サービス 2,401,280,000 2,103,558,473 △ 297,721,527 87.6% 2,517,590,000 2,517,590,000 7,436,460,000

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 54,610,000 57,473,687 2,863,687 105.2% 91,132,000 91,132,000 236,874,000

夜間対応型訪問介護 － － － － － － －

地域密着型通所介護 598,386,000 508,876,506 △ 89,509,494 85.0% 599,143,000 599,143,000 1,796,672,000

認知症対応型通所介護 52,453,000 47,660,785 △ 4,792,215 90.9% 59,343,000 59,343,000 171,139,000

小規模多機能型居宅介護 176,090,000 170,102,156 △ 5,987,844 96.6% 176,313,000 176,313,000 528,716,000

認知症対応型共同生活介護 1,190,912,000 1,086,848,246 △ 104,063,754 91.3% 1,192,419,000 1,192,419,000 3,575,750,000

地域密着型特定施設入居者生活介護 69,351,000 63,733,202 △ 5,617,798 91.9% 69,439,000 69,439,000 208,229,000

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 189,572,000 106,296,857 △ 83,275,143 56.1% 189,812,000 189,812,000 569,196,000

複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護） 69,906,000 62,567,034 △ 7,338,966 89.5% 139,989,000 139,989,000 349,884,000

938,489,000 921,467,318 △ 17,021,682 98.2% 970,334,000 998,167,000 2,906,990,000

　(4)　介護保険施設サービス 5,978,948,000 5,816,182,999 △ 162,765,001 97.3% 5,986,514,000 6,020,355,000 17,985,817,000

介護老人福祉施設 3,644,584,000 3,389,765,354 △ 254,818,646 93.0% 3,649,196,000 3,683,037,000 10,976,817,000

介護老人保健施設 2,226,561,000 2,367,950,231 141,389,231 106.4% 2,229,378,000 2,229,378,000 6,685,317,000

介護療養型医療施設・介護医療院 107,803,000 58,467,414 △ 49,335,586 54.2% 107,940,000 107,940,000 323,683,000

17,206,838,000 16,936,937,336 △ 269,900,664 98.4% 17,625,866,000 17,934,990,000 52,767,694,000

令和８年度
項目

令和７年度令和６年度

　(3) 　居宅介護支援

介護給付費計
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③標準給付費の算出 単位：円

推計額 実績額 差
執行率

（%）
推計額 推計額 推計額

17,748,604,000 17,439,690,680 △ 308,913,320 98.3% 18,178,163,000 18,494,570,000 54,421,337,000

471,759,000 354,552,258 △ 117,206,742 75.2% 482,431,000 490,847,000 1,445,037,000

427,329,000 424,676,967 △ 2,652,033 99.4% 437,067,000 444,691,000 1,309,087,000

54,572,000 58,211,656 3,639,656 106.7% 55,735,000 56,708,000 167,015,000

16,041,000 16,770,996 729,996 104.6% 16,383,000 16,669,000 49,093,000

支払件数（件） 281,426 294,228 12,802 104.5% 287,429 292,443 861,298

一件あたり単価（円） 57 57 57 57

18,718,305,000 18,293,902,557 △ 424,402,443 97.7% 19,169,780,000 19,503,486,000 57,391,571,000

④地域支援事業費の算出 単位：円

推計額 実績額 差
執行率

（%）
推計額 推計額 推計額

680,713,000 590,288,514 △ 90,424,486 86.7% 699,888,000 714,755,000 2,095,356,000

410,346,000 386,950,179 △ 23,395,821 94.3% 410,346,000 410,346,000 1,231,038,000

140,616,000 130,721,470 △ 9,894,530 93.0% 140,616,000 140,616,000 421,848,000

1,231,675,000 1,107,960,163 △ 90,424,486 90.0% 1,250,850,000 1,265,717,000 3,748,242,000

⑤介護保険事業費総額 単位：円

推計額 実績額 差
執行率

（%）
推計額 推計額 推計額

18,718,305,000 18,293,902,557 △ 424,402,443 97.7% 19,169,780,000 19,503,486,000 57,391,571,000

1,231,675,000 1,107,960,163 △ 123,714,837 90.0% 1,250,850,000 1,265,717,000 3,748,242,000

19,949,980,000 19,401,862,720 △ 548,117,280 97.3% 20,420,630,000 20,769,203,000 61,139,813,000

令和７年度令和６年度

令和８年度

令和８年度

令和８年度

地域支援事業費計

項目

標準給付費

地域支援事業費

介護保険事業費計

項目
令和６年度 令和７年度

介護予防・日常生活支援総合事業費

包括的支援事業費（社会保障充実分）

標準給付費計

第９期計

包括的支援事業費（地域包括支援セ
ンター運営費）・任意事業費

第９期計

第９期計

高額介護サービス費等給付額

高額医療合算介護サービス費等費

算定対象審査支払手数料

令和６年度 令和７年度
項目

総給付費

特定入所者介護サービス等費
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実施内容の進捗度 指標の動きに対する評価

Ａ　計画以上に進んでいる Ａ　計画を上回っている（101％以上）

Ｂ　計画通りに進んでいる Ｂ　ほぼ計画通りである（80～100％）

Ｃ　計画よりも遅れている Ｃ　計画をやや下回っている（60～79％）

Ｄ　進んでいない Ｄ　計画をかなり下回っている（59％以下）

Ｅ　不明・その他 Ｅ　不明・その他

評価内容

Ⅲ サービスを安心して

利用できるために

～介護保険制度の円滑な運営～
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅲ

1

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

② 担当部署

③ 担当部署

施策の方向
要介護認定の円滑な実施

71ページ

サービスを安心して利用できるために～介護保険制度の円滑な運営～

増加する申請件数に対応できるよう調査の委託先の体制確保を行い、事務局についても

体制整備を目指し、人員数を整えます。

調査を委託している居宅介護支援事業所の認定調査員に対する新任研修、現任研修を

開催し、誤りやすい項目や記載方法について情報共有を行います。また、委託先の指定市

町村事務受託法人に対しては適宜ミーティングを行い、認定調査の進捗状況と課題等の

情報共有を行います。

認定事務を改善するため、申請から委託先への依頼事務、委託先からの調査票の確認、

審査会までの事務の進め方を見直します。また、介護保険サービスを利用する予定のない方

からの更新申請の見直しに向けた啓発に努める等、介護保険サービスを必要とする方に期

間内に区分決定ができるように取り組みます。

広域連合

広域連合

広域連合

体制の整備

調査の委託

事務の改善

が、期間内に区分を決定できていない状況にあります。高齢化に伴う介護保険に対するニーズの

高まりにより、調査の実施件数が増加する中、30日以内での結果通知の送付をめざし、委託で

きる調査件数の確保と、申請から審査会までの事務作業の改善、事務局の体制整備を行い、

安定した認定事務をめざす必要があります。

査件数の増加が見込まれることから、2023（令和5）年度から、審査会で決定する更新申請

の認定有効期間の上限を48か月に延長しています。引き続き、適正な介護認定を確保しつつ

も、期間内の区分決定に向けた取組や改善に努める必要があります。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｃ　

課題と対応策

認定調査については、厚生労働省の適正化事業（技術的助言）を受け、判断基準の考

え方や記載方法について、判断に迷う内容について抽出・整理を行い、現任研修会で周知

し、迷わずに認定調査が実施出来るよう、基準の統一に努めた。現任研修は、居宅介護

支援事業所と事務受託法人の調査員対象に２回実施（参加者99人）した。新任研修

は、認定調査を委託している居宅介護支援事業所向けに２回実施（参加者４人）し

た。また、事務受託法人と、調査票内容の修正件数の減少を目指し、月１回の定例会及

び随時ミーティングにおいて、認定調査の進捗状況や調査項目の判断基準の整合等につい

て協議し、認定区分決定までの期間が短縮できるよう努めた。

令和７年３月現在で、申請から認定区分決定まで、平均47日を必要としている。令和６

年度は事務局職員の増員や、調査委託件数の増加等、体制面での強化を図り、以前に

比べると認定区分決定までに要する日数の短縮につなげることができたが、更に事務の効

率化に努め認定区分決定に要する日数の短縮に努めていく。また、総合事業の利用につい

て、地域包括支援センターとともに、周知に努めていく。（広域連合）

2024(令６)

事務の改善

事務受託法人への委託件数増加に伴い、スムーズに委託事務を行えるよう調査場所等の

連絡に関する帳票レイアウト等を見直し、事務の流れを整えた。委託先からの調査票の確

認については、判断に迷う内容については、事務受託法人の管理者と協議し、必要がある

場合は修正を行い、認定区分決定までの期間を少しでも短縮できるよう、適正な資料作

成に努めた。

総合事業基本チェックリスト実施者数は、令和５年251人に対し、令和６年292人と増加

した。今後も、要介護認定に偏らず、多様なサービスの周知に努めていく。

体制の整備

令和６年度に増加する更新申請に伴う事務に対応するため、鈴鹿市、亀山市の協力を得

て、介護保険課認定グループ職員２人（調査員１人、事務職１人）増員した。また、認

定調査を実施する事務受託法人への委託件数は、令和５年度の3,000件から7,000件ま

で増やし、居宅介護支援事業所の調査員とともに、安定した調査が実施できる体制を整え

た。

調査の委託
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅲ

2

(1)

計画内容

現状と課題

取組内容

(1) 担当部署

① 担当部署

担当部署

担当部署

施策の方向
介護給付の適正化

72ページ

サービスを安心して利用できるために～介護保険制度の円滑な運営～

給付適正化事業である「要介護認定の適正化」、「ケアプラン等の点検」、「医療情報との

突合・縦覧点検」を実施します。介護給付の適正化につながるよう「地域包括ケア見える化

システム」等のデータを活用し、給付費等の動向を把握、ほかの地域とも比較・分析を行い、

事業を進めます。

認定調査については、広域連合内外の認定調査員に対する新任研修、現任研修を年１

回開催し、誤りやすい項目や記載方法について情報共有を行います。また、委託先の認定

調査員を養成するため、広域連合の認定調査員が同行調査を実施します。

主治医意見書については、鈴鹿市医師会、亀山医師会が共同開催する主治医意見書

研修会に出席し、現状報告とともに、効果的な主治医意見書への記載内容に関わる取

扱いを周知します。

審査会については、広域連合にて介護認定審査会合議体長会議を開催し、実際に使用

した事例を基に模擬審査を行う等、判定結果の平準化を図ります。

広域連合

広域連合

広域連合

広域連合

給付適正化事業の実施

給付適正化事業の実施

要介護認定の適正化

報との突合・縦覧点検」の３つの取組を継続して実施します。

が生じないように広域連合職員が個別に確認対応をしています。

成したケアプランに対し、国が作成した「ケアプラン点検支援マニュアル」に基づきケアプラン点検を

行っています。

かについて、申請書類を確認し協議することで、給付の適正化を図っています。

いその結果を確認することで、不適正な請求の防止を図っています。
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年度

取組実績

実施内容

(1) 進捗度 Ｂ　

① 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

認定調査については、厚生労働省の適正化事業（技術的助言）を受け、判断基準の考

え方や記載方法について、判断に迷う内容について抽出・整理を行い、現任研修会で周知

し、迷わずに認定調査が実施出来るよう基準の統一に努めた。現任研修は、居宅介護支

援事業所と事務受託法人の調査員対象に２回実施（参加者89人）した。新任研修

は、認定調査を委託している居宅介護支援事業所向けに２回実施（参加者４人）し

た。また、新任研修の一環として、新任養成調査員に対し、広域連合調査員による同行

調査を計16回実施し、認定調査の手順や認定調査票の記載方法を指導した。

2024(令６)

令和６年８月5日鈴鹿市医師会、亀山医師会が共同開催する主治医意見書研修会に

て、医師会担当理事より、主治医意見書の記入のポイントと適切な記載内容等についての

周知を行い、広域連合からは、事務手続き等についての周知を行った。

令和７年１月22日合議体長会議を開催し、16人全員の合議体長が出席した。ガン末期

の方の認定に関する考え方について協議を行い、認定審査に係る申し合わせ事項を確認

し、全認定審査会委員に周知し、認定審査の平準化に努めた。

給付適正化事業の実施

「地域包括ケア「見える化」システム」を用いて、認定率や受給率等のデータを基に動向の把

握、他保険者との比較・分析を行った。また、介護保険事業計画に基づき介護給付の適

正化に向けた方策を策定し、取組内容を具体化した。

要介護認定の適正化
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② 担当部署

担当部署

③ 担当部署

事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 28 13 10 10

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 70 80 90 100

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 2 80 90 80

評価方法

評価方法

評価方法

指標名

ケアプラン等の点検 広域連合

広域連合

医療情報との突合・縦覧点検 広域連合

広域連合が指定する居宅介護支援事業所の中から、新規に指定した事業所や経験の浅

いケアマネジャーが所属する事業所を優先に選定し、国が作成した「ケアプラン点検支援マ

ニュアル」に基づきケアプラン点検を行います。ケアプラン点検には、地域包括支援センターの

主任ケアマネジャーや居宅介護支援事業所の主任ケアマネジャーに点検者として協力を得、

年間12回実施します。ケアプラン点検で把握したケアマネジャーがケアプランを作成する上で

抱える課題等については、ケアマネジャーの資質向上につながるよう居宅介護支援事業所を

対象にした集団指導等で情報提供を行います。

研修の参加人数をカウントする。

指標名

引き続き三重県国民健康保険団体連合会に委託して実施します。医療情報との突合で

は、後期高齢者医療や国民健康保険の入院情報と介護保険の給付情報と突合し、縦

覧点検では、「居宅介護支援請求におけるサービスサービス実施状況一覧表」、「重複請求

縦覧チェック一覧表」、「算定期間回数制限縦覧チェック一覧表」及び「単独請求明細書

における準受付審査チェック一覧表」等を点検し、医療と介護の重複請求や事業所からの

請求内容の誤り等不適正な請求がないか確認します。

住宅改修の点検では、改修工事前に全件事前協議を行い、改修内容が介護保険給付

として適正であるか確認し、改修工事後は、全件改修後の内容が適正な工事であったか書

面等で確認します。福祉用具の購入は、購入の必要性をケアプラン等で全件確認します。

研修の参加人数をカウントする。

指標名

介護認定審査会新任・現任研

修（広域連合）

認定調査員新任研修（広域連

合）

認定調査員現任研修（広域連

合）

研修の参加人数をカウントする。
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② 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 28 13 4

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 70 80 99

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 2 80 4

ケアプラン等の点検

医療情報との突合・縦覧点検

令和７年度に新たに認定審査会委員に就任する方を対象に新任研修を計画

どおり実施した。現任の認定審査会委員は、三重県主催の研修会受講を主と

し、審査会委員の負担も考え広域連合研修会は開催しなかったため。（広域

連合）

評価理由

など

鈴鹿亀山地区管内の居宅介護支援事業所を対象に、ケアプラン点検を12回実施した。ま

た、居宅介護支援事業所を対象にした集団指導の場を活用し、ケアプラン点検での指摘

事項等について周知し、適正なケアマネジメントにつながるよう促した。

厚生労働省の適正化事業（技術的助言）を受けて、認定調査の適正化を

図るった。また研修会の関心も高く多くの調査員が参加でき計画通りに実施で

きているため。（広域連合）

評価理由

など

指標名

三重県国民健康保険団体連合会に委託し、医療情報との突合・縦覧点検を実施し、そ

の結果を基に不適正な請求がないか確認した。48事業所が該当し、過誤調整対象保険

給付額は 7,556,112円であった。

住宅改修では、改修工事前に871件の事前協議を行い、改修内容が保険給付として適

正であるか点検した。事前協議後に住宅改修工事を施工した858件の支給申請を受付

け、工事内容が事前協議と相違ないか点検した。

福祉用具の購入では、購入の必要性等をケアプラン等の内容を点検し、932件の支給申

請を受付けた。

Ｄ　

安定的な調査実施を目指し、事務受託法人に多くの調査を委託する体制整

備を行ったため、新任研修は必要最小限にとどまっているため。（広域連合）

評価理由

など

指標名

Ａ　

Ｄ　

指標名

認定調査員新任研修（広域連

合）

認定調査員現任研修（広域連

合）

介護認定審査会新任・現任研

修（広域連合）
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区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 66 65 65 65

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 16 16 16 16

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 12 12 12 12

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 834 随時 随時 随時

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 816 随時 随時 随時

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 708 随時 随時 随時

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

評価方法

指標名

指標名

介護認定主治医研修会（医師

会）

介護認定審査会合議体長会議

（広域連合）

指標名

ケアプラン点検の実施回数をカウントする。

ケアプラン点検実施回数

指標名

会議の参加人数をカウントする。

指標名

住宅改修点検の実施回数をカウントする

住宅改修点検件数（事前協

議）

住宅改修点検件数（支給申

請）

福祉用具購入点検件数（支給

申請）

福祉用具購入点検の実施回数をカウントする

指標名

住宅改修点検の実施回数をカウントする

研修の参加人数をカウントする。
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区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 66 65 70

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 16 16 16

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 12 12 12

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 834 随時 871

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 816 随時 858

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 708 随時 932

課題と対応策

鈴鹿市・亀山両医師会が主催した介護認定主治医研修会に計画通り出席し

たため。（広域連合）

評価理由

など

介護保険事業計画に基づき策定した介護給付の適正化に向けた方策により、今後も給付

適正化事業を進めていく。

要介護認定の適正化については、今後も高齢者の増加に伴い、要介護認定者等の増加

が見込まれることから、適正な介護認定と安定的な認定調査の体制整備に努め、認定区

分決定に要する日数の短縮に努めていく。（広域連合）

指標名

指標名

Ａ　

Ｂ　

評価理由

など
予定どおり開催し、点検を行ったため。（広域連合）

Ｂ　

指標名

評価理由

など

ケアプラン点検実施回数

指標名

計画通り合議体長会議を開催し、認定審査に必要な審査の申し合わせ等検

討したため。（広域連合）

住宅改修点検件数（事前協

議）

住宅改修点検件数（支給申

請）
Ｂ　

福祉用具購入点検件数（支給

申請）
Ｂ　

指標名

評価理由

など
事前協議の申出に対し、全件点検を行ったため。（広域連合）

評価理由

など
申請に対し、全件点検を行ったため。（広域連合）

Ｂ　

指標名

介護認定主治医研修会（医師

会）

介護認定審査会合議体長会議

（広域連合）

評価理由

など
申請に対し、全件点検を行ったため。（広域連合）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅲ

3

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

② 担当部署

③ 担当部署

④ 担当部署

担当部署

⑤ 担当部署

介護ロボットや情報通信機器等の導入に対する補助金やケアプランデータ連携システム等に

関する情報提供を行い、介護現場における各種提出資料の簡略化やオンライン化による文

書事務等の負担の軽減に向けた取組を行います。

県や職能団体による人材確保やスキルアップにつながる研修に関する情報提供を行いま

す。また、人材の定着化に向けた研修を検討し、地域住民や学生に向けて介護の仕事に

興味・関心を持ってもらうため、啓発活動を進めます。

事業者からの相談対応・情報提供の充実

介護サービス相談員活動の推進

事業者に対する指導の実施

総合的な人材確保策の推進

広域連合

介護現場における業務改善の推進 広域連合

サービスを安心して利用できるために～介護保険制度の円滑な運営～

サービス提供事業者からの相談に随時対応するとともに、メールやホームページ、集団指導等

を活用して必要な情報提供を行います。

サービス付き高齢者向け住宅も加えた介護保険施設等への介護サービス相談員の派遣を

継続し、利用者の声を聴き取り、内容に応じてその解消に努めるとともに、サービスの質的向

上につなげます。

地域密着型サービス、居宅介護支援及び介護予防・生活支援サービスの提供事業者に対

する指導を実施し、必要な改善等を促します。

介護職員初任者研修等に係る費用の一部を助成し、研修受講の負担額が減ることで受

講者を増加させ、介護従事者の増加を図ります。

広域連合

広域連合

広域連合

鈴鹿市

施策の方向
事業者からの相談対応及び事業者に対する指導･情報提供の推進

75ページ

所に対しメール等で情報提供を行っています。

2023（令和５）年度に再開しています。

し、必要な情報提供と状況に応じて指摘、改善指導を行っています。

ては、慢性的な人材不足が続いており、人材不足を訴える事業所に対しては、集団指導や運

営指導等を通じて、介護労働安定センター等の相談機関を紹介する等しています。鈴鹿市では

コロナ禍で離職者が増加し、特に訪問ヘルパーの高齢化と人員不足が深刻化しており、介護従

事者としての就業を促進するために、介護職員初任者研修等の受講費用の一部助成を実施し

ています。

供を行っています。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｃ　

③ 進捗度 Ｂ　

④ 進捗度 Ｂ　

進捗度 Ｂ　

⑤ 進捗度 Ｂ　

関係する補助金やケアプラン連携システム等の情報提供を必要に応じて行った。各種提出

資料の簡略化や文書事務等の負担軽減に向けた取組は継続して行っている。

2024(令６)

事業者に対する指導の実施

集団指導は予定どおりに実施した。運営指導は、対象事業所を訪問し実施した（実施事

業所30）。

総合的な人材確保策の推進

2人に対して助成金の交付を行った。

事業者からの相談対応・情報提供の充実

サービス事業者からの相談に随時対応するとともに、メール等を活用し必要な情報の提供を

行った。

介護サービス相談員活動の推進

関係する研修について必要な情報提供を適切に行った。

介護現場における業務改善の推進

介護サービス相談員の受入れを承諾いただいたサービス事業所に対しい、介護サービス相談

員の活動を実施した。
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事業量の見込

区分 2023実績 2024見込 2025見込 2026見込

広域全体 19 21 27 30

評価方法 事業者に対する運営指導の実施回数をカウントする。

運営指導の実施

指標名
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事業量の動き

区分 2023実績 2024計画値 2024実績値 評価

広域全体 19 21 30

課題と対応策

運営指導の実施

新型コロナウイルス感染症の感染法上の分類が５類に移行したが、引き続き感

染防止に努めながらの運営指導を実施、実施率は148％（30/21）である。

（広域連合）

評価理由

など

指標名

Ａ　

・介護職員初任者研修については、今後も継続して広報やウェブサイト等で周知していく。

（鈴鹿市）

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から訪問できない事業所や、新規開設のサー

ビス付き高齢者向け住宅等に対して介護サービス相談員の訪問受入れに向けた取り組みを

進める。（広域連合）
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅲ

4

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

担当部署

担当部署

計画）に基づき、居宅介護支援事業所や介護サービス事業所との連絡体制を構築するととも

に、各事業所の事業再開に向けた情報収集や支援体制が構築できるよう準備を進めています。

要視されています。また、2020 (令和２)年度以降に拡大した新型コロナウイルス感染症について

は、介護サービスの提供にあたって様々な制約をもたらすとともに、介護予防活動や通いの場と

いった住民主体の活動にも大きな影響を及ぼしました。今後も、こうした危機に対応しながら必

要な介護サービスを提供し、住民による活動が継続できるよう、備えを行っていくことが求められま

す。

したため、今後はBCPが、適切に運用できるよう管理・見直しを指導していくことが必要です。

防災対策の促進

サービスを安心して利用できるために～介護保険制度の円滑な運営～

非常災害対策として各事業所で策定しているBCPに基づき、必要な介護サービスや支援が

持続的に提供できるよう、市、地域包括支援センターと連携を図ります。

（同上）

災害等の発生に備え、地域における見守りネットワークの充実を促すとともに、事業所と地

域との連携を図る中で災害時の避難対策等の構築を促します。策定が義務化されたBCP

について適切に管理運用を周知します。

鈴鹿基幹

亀山基幹

広域連合

施策の方向
災害等への備えの充実

77ページ
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｃ　

進捗度 Ｄ　

進捗度 Ｂ　

課題と対応策

・災害などが発生した時に、BCPが適切に運用できるように、市・広域連合や地域包括支

援センターと包括BCP委員会の開催を継続し、圏域ごとの異なる課題に対して、具体的な

情報共有や連絡・連携体制の整備が必要である。（鈴鹿市基幹型）

・次年度、市内の地域包括支援センターのBCPについて情報交換を行い課題を抽出し、災

害対応についての協議の場を設定する。（亀山市基幹型）

・今後も継続して、災害時の避難対策やBCPの管理運用について情報提供及び指導に努

める。（広域連合）

2024(令６)

非常災害対策として具体的な計画を立て、関係機関への通報及び連携体制を整備し、そ

れらを定期的に従業者に周知するとともに、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行わ

なければならないこと。またBCPについて、従業者に周知するとともに、必要な研修及び訓練

を定期的に実施すること、定期的にBCPの見直しを行い、必要に応じて計画を変更を行うよ

うに、地域密着型サービスの運営基準に基づき指導をしている。

防災対策の促進

市・広域連合や地域包括支援センターと、包括間のBCP運用において共通認識を図り、災

害などが発生した時の連携体制の整備を目的とした「包括防災委員会」を3回開催し検討

を行ったが、関係機関における連絡・連携体制は未整備である。

地域包括支援センター長会議において、地域包括支援センター間で災害対応についての情

報交換等から行っていくことを確認したが、日程が合わず実施できていない。
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鈴鹿亀山地区広域連合第９期介護保険事業計画　進捗管理シート
基本目標 Ⅲ

5

計画内容

現状と課題

取組内容

① 担当部署

② 担当部署

③ 担当部署

運営委員会の円滑な運営

苦情処理体制の充実

広域連合と二市との連携

サービスを安心して利用できるために～介護保険制度の円滑な運営～

本計画に掲げた基本理念の実現に向けた基本目標や施策の実施状況について、毎年

度、実施結果や達成状況等の点検・評価を実施します。また、介護保険運営委員会を開

催して実施結果や達成状況等、実施主体が行った点検・評価を報告し、運営委員会の意

見を踏まえて、翌年度以降の実施に活かしていきます。保険者機能の強化に向けては、運

営委員会において取組状況を報告することで、取組の強化に向けた協議の場としていきま

す。

相談・苦情に対して、適切かつ迅速に対応できるよう、広域連合と地域包括支援センター

窓口での対応を強化するとともに、関係機関との連絡・連携を強化します。

引き続き、連携して介護保険事業の運営に取り組んでいきます。賦課徴収事務について

は、介護保険料の収納率向上に向けた方策等を協議・検討し、介護保険財政の健全性

の確保に努めます。地域支援事業については、重層的支援体制整備事業とあわせて事業

の一部を二市に委託し、地域の高齢者のニーズや実状に応じて、各々の事業に取り組みま

す。事業の実施にあたっては、広域連合と二市の三者で情報共有や検討等の機会を持ち

連携しながら進めます。介護保険事業計画については、二市の高齢者福祉計画と活動指

標等を共通化し、一体的に取り組めるように引き続き検討をしていきます。

広域連合

広域連合

広域連合

施策の方向
介護保険事業の推進体制

78ページ

運営委員会を開催し、実施結果、点検、評価を報告しています。保険者機能の強化に資する

取組の強化が課題です。

ることを国が求めていることから、計画の施策や取組内容については、整合性を持った計画とする

必要があります。

域連合と二市の三者で情報共有や検討等の機会を持ち連携しながら進めています。
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年度

取組実績

実施内容

① 進捗度 Ｂ　

② 進捗度 Ｂ　

③ 進捗度 Ｂ　

課題と対応策

介護保険事業の円滑な推進体制を確保するため、引き続き構成市である二市と広域連

合の三者で連絡調整の場を持ち、意見交換や情報共有をしながら検討を行い事業を進め

ていく。（広域連合）

2024(令６)

苦情処理体制の充実

地域包括支援センター窓口受けた苦情に対しては、必要に応じて広域連合で報告を受け、

関係機関と連携し、対応にあたった。

広域連合と二市との連携

賦課徴収事務については、二市との担当者会議において、収納率向上に向けて情報共有

をするとともに協議を行った。また、給付の制限についても情報共有を図り、未納者から相談

があった際に、分納等の相談対応について丁寧な説明に努めるよう協力を要請した。また、

地域支援事業や重層的支援体制整備事業の実施にあたっては、広域連合と二市の三者

で定期的に協議等の場を持ちながら、事業を進めた。

運営委員会の円滑な運営

保険者機能強化推進交付金等の自己評価結果について、介護保険運営委員会で報告

を行い、今後取組を強化すべき内容について、協議を行った。また、令和6年度の実施結果

について、それぞれの取組主体において実施結果を検証し点検評価を実施した。また、検証

結果を取りまとめて、令和7年7月開催の運営員会に報告する予定である。運営員会開催

後は。委員からの意見を次年度以降の取組に反映することで取組強化につなげている。
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